
注射剤配合変化表のリニューアルについて

2023年5月をもって下記７薬剤を追加して注射剤配合変化表をリニュー
アルし、第6版とさせて頂きました。

なお、薬効分類毎に結果が一覧できますように、本配合変化表は薬効

分類順に表示しております。

また、参考として末尾に五十音順目次も併せて添付させて頂きました。

臨床の場でご利用いただければ幸甚です。

お知らせ

1/56

追加薬剤：ヘルベッサー注射用、サイレース静注、ワソラン静注、ケイツーN静注、
注射用エンドキサン、フィブロガミンP静注用、アドリアシン注用



製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

ガスター注
の使用量

外観／pH／残存率

配合剤
配合後

配合直後 ３時間 ６時間 24時間

ヘルベッサー注射用 田辺三菱製薬
ジルチアゼム
塩酸塩

250mg/ 
Sal. 5mL

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.7 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 99.6 99.6 99.0

サイレース静注 エーザイ フルニトラゼパム
2mg/
mL

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.3 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.3 100.2 99.1

ワソラン静注 エーザイ
ベラパミル
塩酸塩

5mg/2mL
20mg/2mL

＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 5.9 5.9 6.0 6.0

100.0 99.9 100.0 100.5

ケイツーN静注 エーザイ メナテトレノン
10mg/
2mL

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

淡黄色半透明 淡黄色半透明 淡黄色半透明 淡黄色半透明 淡黄色半透明

7.4 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.9 99.7 98.1

注射用エンドキサン 塩野義製薬
シクロホスファミド
水和物

100mg/
5mL

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 6.0 5.9 5.9 5.7

100.0 100.0 100.1 100.0

フィブロガミンP静注用 CSLベーリング
乾燥濃縮人血液凝固
第XIII因子製剤

240国際単
位以上/
4mL生食

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.8 6.1 6.2 6.2 6.2

100 99.5 99.0 99.2

アドリアシン注用 サンドファーマ
ドキソルビシン
塩酸塩

10㎎/5mL生
食

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明

5.4 5.9 6.1 6.1 6.1

100.0 91.1 91.5 89.0

追加薬剤（抜粋） 配合変化表

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

第6版

掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

規制区分

処方箋医薬品

注意－医師等の処方箋により使用すること

Ｈ２受容体拮抗剤

ガスター®注射液20mg

Gaster® Injection 20mg

日本薬局方 ファモチジン注射液

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜１１１ 全身麻酔剤＞ ［５］溶性バルビツール酸系及び溶性チオバルビツール酸系製剤

1 0.5gイソゾール 日医工 チアミラールナトリウム
500mg

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

10.6 10.3 10.2 10.2 10.2

100.0 99.1 99.1 96.7

＜１１１ 全身麻酔剤＞ ［９ｉ］その他

2 ドロレプタン 三共 ドロペリドール 25mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.3 4.4 4.4 4.4 4.3

100.0 99.9 99.6 99.6

＜１１２ 催眠鎮静剤，抗不安剤＞ ［４］ベンゾジアゼピン系製剤

3 ロヒプノール注 ロシュ フルニトラゼパム 2mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.6 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.6 99.8 99.6

4 ドルミカム注射液10mg アステラス ミダゾラム 10mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.4 5.4 5.4 5.4 5.4

100.0 99.8 99.9 99.7

310 サイレース静注 エーザイ フルニトラゼパム
2mg/ 
mL

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.3 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.3 100.2 99.1

＜１１２ 催眠鎮静剤，抗不安剤＞ ［５］バルビツール酸系及びチオバルビツール酸系製剤

5
注射用アイオナール・ナトリウム
(0.2) 日医工 セコバルビタールナトリウム

200mg

/D.W.4mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

10.2 9.0 9.0 8.9 8.8

100.0 99.8 100.0 99.1

＜１１３ 抗てんかん剤＞ ［２］ヒダントイン系製剤

6 アレビアチン注250mg 大日本住友 フェニトインナトリウム 250mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 白濁 白色結晶析出 白色結晶析出 白色結晶析出 結晶析出
配合薬剤の添付文書に「本剤は強アルカリ性であるので，他剤とは配合で
きない」と記載

12.0 10.6 10.7 10.7 10.7

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［９ｉ］その他

7 レペタン注0.3mg 大塚製薬 ブプレノルフィン塩酸塩 0.3mg*/1.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：ブプレノルフィン塩酸塩として0.324mg／ブプレノルフィンとして
0.3mg

4.1 5.9 5.9 5.9 6.0

100.0 100.4 99.3 99.0

8 ロピオン注 科研 フルルビプロフェンアキセチル 50mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液

外観判定不能（配合剤そのものが不透明のため）5.9 5.9 5.9 5.9 5.9

9 ソセゴン注射液15mg アステラス ペンタゾシン 15mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.2 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 99.6 99.6 98.9

【 配合上の留意点 】
本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合

には、日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

本剤の色、ｐＨ＜添付文書記載値＞色：無色～

淡黄色澄明 ｐＨ：5.8～6.2

ガスター注射液10mgの配合データは有りません
ガスター注射液20mgの配合データをご参照ください
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

第6版

掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜１１４ 解熱鎮痛消炎剤＞ ［９Ａ］動物製剤

10 ノイロトロピン注射液3.6単位 日本臓器
ワクシニアウイルス接種家兎炎
症皮膚抽出液

3.6単位/3mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.6 6.2 6.2 6.2 6.2

100.0 100.1 99.3 100.7

＜１１６ 抗パーキンソン剤＞ ［２］ピペリデン製剤

11 タスモリン注5mg

三菱ウェル
ファーマ = 吉富
薬品

乳酸ビペリデン 5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 100.2 100.5 100.0

＜１１６ 抗パーキンソン剤＞ ［４］レボドパ製剤

12 ドパストン注射液 三共 レボドパ 25mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.3 5.2 5.2 5.2 5.2

100.0 99.3 99.9 99.7

＜１１７ 精神神経用剤＞ ［４］イミプラミン系製剤

13 アナフラニール注射液
アルフレッサ
ファーマ

クロミプラミン塩酸塩
25mg/2mL

+Sal.250mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 5.8 5.8 5.8 5.9

100.0 100.4 100.3 100.7

＜１１７ 精神神経用剤＞ ［９ｉ］その他

14 セレネース注5mg 大日本住友 ハロペリドール 5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 99.9 100.0 99.8

15
アタラックス－Ｐ注射液
(50mg/ml) ファイザー ヒドロキシジン塩酸塩 50mg/1mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.2 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 100.2 99.8 98.8

＜１１９ その他の中枢神経用薬＞ ［０］その他

16 ラジカット注30mg
三菱ウェル
ファーマ

エダラボン 30mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.2 5.2 5.2 5.2 5.2

100.0 100.2 100.8 98.9

＜１２１ 局所麻酔剤＞ ［４］キシリジン系製剤

17 キシロカイン注射液2% アストラゼネカ
リドカイン塩酸塩
(メチルパラベン添加)

2g/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.6 6.6 6.6 6.6

100.0 100.0 100.1 100.7

＜１２４ 鎮けい剤＞ ［２］アトロピン系製剤

18 硫酸アトロピン注射液タナベ 田辺 アトロピン硫酸塩水和物 0.5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.8 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.6 99.7 99.9

19 ブスコパン注射液
日本ベーリン
ガー

ブチルスコポラミン臭化物 20mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.6 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.4 100.3 100.6

＜１２４ 鎮けい剤＞ ［４］マグネシウム塩製剤

20 補正用硫酸マグネシウム液
大塚工場 = 大塚
製薬

硫酸マグネシウム水和物 0.5ﾓﾙ 20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.3 6.2 6.2 6.2 6.2

100.0 100.2 100.2 100.3

＜１２４ 鎮けい剤＞ ［９ｉ］その他

21 セスデン注射液 田辺 チメピジウム臭化物水和物 7.5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.5 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 100.1 100.3 100.2
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

第6版

掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜２１１ 強心剤＞ ［３］ジギタリス製剤

22 ジゴシン注 中外 ジゴキシン 0.25mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.6 99.9 99.4

23 ジギラノゲンＣ注射液 アイロム デスラノシド 0.4mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 98.6 99.3 98.6

＜２１１ 強心剤＞ ［５］カフェイン系製剤

24 ネオフィリン注 エーザイ アミノフィリン水和物 250mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 微紅色澄明 淡紅色澄明
外観変化
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞

9.0 8.9 8.8 8.8 8.8

100.0 99.9 99.4 97.1

24 ネオフィリン注 エーザイ アミノフィリン水和物
250mg/10mL

+Sal.100mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 微紅色澄明
外観変化
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞

9.0 8.8 8.8 8.8 8.7

100.0 99.7 99.7 98.8

25 ネオフィリンＭ注 エーザイ ジプロフィリン 300mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.6 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.5 100.6 99.2

＜２１１ 強心剤＞ ［９ｉ］その他

26 イノバン注 協和発酵 ドパミン塩酸塩 100mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.0 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 99.8 100.0 99.5

27 プレドパ注600
メルクホエイ =
協和発酵

ドパミン塩酸塩 600mg/200mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.0 5.0 5.0 4.9 5.0

100.0 100.2 100.0 100.0

28 ドブトレックス注射液100mg 塩野義 ドブタミン塩酸塩 100mg*/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：ドブタミンとして100mg3.0 5.6 5.6 5.6 5.6

100.0 100.0 99.9 100.3

29 ミルリーラ注射液10mg アステラス ミルリノン 10mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.7 4.6 4.6 4.6 4.5

100.0 100.2 99.9 100.3

30 ミルリーラＫ注射液22.5mg アステラス ミルリノン 22.5mg/150mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.8 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 100.3 100.3 99.4

＜２１２ 不整脈用剤＞ ［１］プロカインアミド系製剤

31 アミサリン注 第一製薬 プロカインアミド塩酸塩 200mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 100.6 100.2 99.8

＜２１２ 不整脈用剤＞ ［３］β－遮断剤

32 インデラル注射液2mg
大日本住友 = ア
ストラゼネカ

プロプラノロール塩酸塩 2mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.0 5.4 5.4 5.4 5.5

100.0 99.8 100.0 98.8

＜２１２ 不整脈用剤＞ ［９ｉ］その他

311 ワソラン静注 エーザイ ベラパミル塩酸塩 5mg/2mL
20mg/2mL

＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 5.9 5.9 6.0 6.0

100.0 99.9 100.0 100.5

＜２１３ 利尿剤＞ ［３］坑アルドステロン製剤

33 ソルダクトン200mg ファイザー カンレノ酸カリウム
200mg

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 白色沈殿

沈殿生成9.5 8.0 8.0 8.0 8.0

100.0 100.2 99.6
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜２１３ 利尿剤＞ ［９ｉ］その他

34 ルネトロン注射液★ 三共 ブメタニド 0.5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

遮光保存7.1 6.1 6.1 6.2 6.2

100.0 100.1 100.0 98.6

35 ルネトロン注射液 三共 ブメタニド 0.5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.1 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 99.9 99.8 99.7

36 ラシックス注
サノフィ・アベ
ンティス

フロセミド 20mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 結晶析出

結晶析出・ｐＨ変化9.0 6.2 6.1 6.2 6.6

100.0 99.9 100.0

＜２１４ 血圧降下剤＞ ［２］ヒドララジン製剤

37 注射用アプレゾリン ノバルティス ヒドララジン塩酸塩
20mg

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 100.2 100.0 100.0

＜２１４ 血圧降下剤＞ ［９ｉ］その他

38 ペルジピン注射液10mg アステラス ニカルジピン塩酸塩 10mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 白濁 白濁 白濁 壁面に黄色物質付着

混濁3.5 5.7 5.7 5.7 5.7

38 ペルジピン注射液10mg アステラス ニカルジピン塩酸塩 10mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.200mL

微黄色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.5 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 97.9 99.8 99.7

38 ペルジピン注射液10mg アステラス ニカルジピン塩酸塩 10mg/10mL
20mg/2mL

+5%Gul.200mL

微黄色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.5 5.5 5.5 5.5 5.5

100.0 100.2 100.6 100.3

309 ヘルベッサー注射用 田辺三菱製薬 ジルチアゼム塩酸塩
250mg/ Sal.

5mL
20mg/2mL

＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.7 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 99.6 99.6 99.0

＜２１７ 血管拡張剤＞ ［１］冠血管拡張剤

39 サークレス注0.1% 高田 硝酸イソソルビド 0.1% 50mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.2 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.0 99.6 99.4

40 シグマート注48mg 中外 ニコランジル
48mg

/Sal.240mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.8 6.4 6.3 6.3 6.3

100.0 100.4 100.1 99.8

41 ミリスロール注 日本化薬 ニトログリセリン 50mg/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.3 5.6 5.6 5.6 5.7

100.0 100.0 100.1 100.2

＜２１７ 血管拡張剤＞ ［９ｉ］その他

42 ハンプ注射用1000
第一アスビオ =
第一製薬

カルペリチド（遺伝子組換え）
1,000μg

/D.W.10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 100.1 99.5 99.1

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜２１９ その他の循環器官用薬＞ ［０i］その他

43 スロンノンHI注10mg/2mL 第一製薬 アルガトロバン水和物 10mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.4 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.3 100.4 100.3

44
スロンノン注
(販売中止)

第一製薬 アルガトロバン水和物 10mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止5.7 6.0 6.0 6.0 6.1

100.0 99.9 99.9 99.1

45 ニコリン注射液250mg 武田 シチコリン 250mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 99.8 100.5 99.1

46
レコグナン注500mg 
(販売中止)

旭化成ファーマ シチコリン 500mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止6.8 6.4 6.4 6.4 6.4

100.0 99.7 99.8 99.4

47
20%マンニットール注射液「日
研」

日研 D-マンニトール 20% 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 6.0 6.0 6.0 5.9

100.0 99.3 100.1 98.8

48 注射用ルシドリール250mg 共和薬品 メクロフェノキサート塩酸塩
250mg

/D.W.10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化3.2 5.7 4.8 4.7 4.3

100.0 99.7 99.3 99.4

＜２１９ その他の循環器官用薬＞ ［０Ｊ］配合剤

49 グリセオール注 大塚工場 = 中外 濃グリセリン・果糖 200mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.7 4.6 4.6 4.6 4.5

100.0 100.8 100.9 99.4

＜２２１ 呼吸促進剤＞ ［９ｉ］その他

50 ドプラム注射液 キッセイ ドキサプラム塩酸塩水和物 400mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.7 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 99.7 100.0 100.1

51 アネキセート注射液0.5mg アステラス フルマゼニル 0.5mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.1 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 100.1 99.9 99.9

＜２２３ 去たん剤＞ ［４］ブロムヘキシン製剤

52 ビソルボン注射液
日本ベーリン
ガー

ブロムヘキシン塩酸塩 4mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

2.7 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.5 100.9 100.7

＜２３２ 消化性潰瘍剤＞ ［９Ａ］動物製剤

53 ソルコセリル「注」 東菱 = 大鵬薬品 幼牛血液抽出物 2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

淡褐色澄明 微褐色澄明 微褐色澄明 微褐色澄明 微褐色澄明

7.0 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 100.5 99.8 98.4

＜２３９ その他の消化器官用薬＞ ［１］鎮吐剤

54 セロトーン注★
日本たばこ = 鳥
居 = 大鵬薬品

アザセトロン塩酸塩 10mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

遮光保存4.1 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.4 99.1 99.4

55 ゾフラン注2 ＧＳＫ オンダンセトロン塩酸塩水和物 2mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.5 5.7 5.8 5.8 5.8

100.0 100.2 99.4 98.7

56 カイトリル注3mg ＳＢＳ グラニセトロン塩酸塩 3mg*/3mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：グラニセトロン塩酸塩として3.35mg／グラニセトロンとして3mg5.4 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 100.3 99.9 96.6

57 ナゼア注射液0.3mg アステラス ラモセトロン塩酸塩 0.3mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 5.8 5.8 5.8 5.9

100.0 100.0 100.3 99.6

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜２３９ その他の消化器官用薬＞ ［９ｉ］その他

58 プリンペラン注射液 アステラス 塩酸メトクロプラミド 10mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.1 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 99.7 98.2 98.8

59 エリーテン注 日本化薬 塩酸メトクロプラミド 10mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.5 5.5 5.5 5.5

100.0 99.5 99.7 99.4

＜２４５ 副腎ホルモン剤＞ ［１］エピネフリン製剤

60 ノルアドリナリン 三共 ノルアドレナリン 1mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

2.5 5.8 5.8 5.8 5.8

100.0 100.5 100.5 99.9

＜２４５ 副腎ホルモン剤＞ ［２］コルチゾン系製剤

61 ソル・コーテフ ファイザー
ヒドロコルチゾンコハク酸エス
テルナトリウム

100mg*

/Sol.2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：ヒドロコルチゾンとして100mg7.5 6.8 6.8 6.8 6.8

100.0 99.5 99.1 98.8

62 サクシゾン100 日研
ヒドロコルチゾンコハク酸エス
テルナトリウム

100mg*

/Sol.2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：ヒドロコルチゾンとして100mg7.3 6.8 6.8 6.8 6.8

100.0 99.4 99.5 98.7

63 クレイトン注射液
三共エール = ア
ルフレッサ
ファーマ

ヒドロコルチゾンリン酸エステ
ルナトリウム

100mg*/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：ヒドロコルチゾンリン酸エステルナトリウムとして134.2mg／ヒドロコ
ルチゾンとして100mg

8.0 7.0 7.0 7.0 7.0

100.0 100.2 99.7 98.9

64
水溶性ハイドロコートン注射液
500mg 万有

ヒドロコルチゾンリン酸エステ
ルナトリウム

500mg*/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：ヒドロコルチゾンとして500mg8.1 7.7 7.7 7.7 7.7

100.0 99.9 99.2 98.8

＜２４５ 副腎ホルモン剤＞ ［４］フッ素付加副腎皮質ホルモン製剤

65 リメタゾン
三菱ウェル
ファーマ

デキサメタゾンパルミチン酸エ
ステル

2.5mg*/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 外観判定不能（配合剤そのものが不透明のため）
＊：デキサメタゾンパルミチン酸エステルとして4.0mg／デキサメタゾンと
して2.5mg

6.9 6.1 6.0 6.0 6.1

100.0 99.5 99.7 98.9

66 デカドロン注射液 万有
デキサメタゾンリン酸エステル
ナトリウム

19.8mg＊/6mL 

(6管)

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：デキサメタゾンリン酸エステルとして24mg／デキサメタゾンとして
19.8mg

7.8 7.1 7.1 7.1 7.1

100.0 99.6 99.3 99.1

67 オルガドロン注射液
オルガノン = 三
共

デキサメタゾンリン酸エステル
ナトリウム

3.8mg*/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：デキサメタゾンリン酸エステルナトリウムとして5mg／デキサメタゾン
として3.8mg

8.0 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 99.8 99.8 99.2

68 リンデロン注4mg(0.4%) 塩野義
ベタメタゾンリン酸エステルナ
トリウム

4mg*/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：ベタメタゾンリン酸エステルナトリウムとして5.3mg／ベタメタゾンと
して4mg

7.6 6.7 6.7 6.7 6.7

100.0 99.8 99.8 100.0

69 リンデロン注20mg(2%) 塩野義
ベタメタゾンリン酸エステルナ
トリウム

20mg*/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：ベタメタゾンリン酸エステルナトリウムとして26.5mg／ベタメタゾン
として20mg

7.9 6.6 6.6 6.5 6.5

100.0 99.6 99.4 97.3

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜２４５ 副腎ホルモン剤＞ ［６］プレドニゾロン系製剤

70 水溶性プレドニン20mg 塩野義
プレドニゾロンコハク酸エステ
ルナトリウム

20mg*

/D.W.2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：プレドニゾロンコハク酸エステルとして25.56mg／プレドニゾロンとし
て20mg

6.9 6.4 6.4 6.4 6.4

100.0 99.6 100.8 99.9

71 水溶性プレドニン50mg 塩野義
プレドニゾロンコハク酸エステ
ルナトリウム

50mg*

/D.W.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：プレドニゾロンコハク酸エステルとして63.9mg／プレドニゾロンとし
て50mg

6.9 6.6 6.6 6.6 6.6

100.0 100.1 101.1 99.1

72 注射用プリドール125
三共エール = ア
ルフレッサ
ファーマ

メチルプレドニゾロンコハク酸
エステルナトリウム

125mg*

/Sol.2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：メチルプレドニゾロンとして125mg7.6 7.1 7.1 7.1 7.1

100.0 100.1 100.0 99.4

73 ソル・メドロール500 ファイザー
メチルプレドニゾロンコハク酸
エステルナトリウム

500mg*

/Sol.8mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：メチルプレドニゾロンとして500mg7.6 7.4 7.3 7.3 7.3

100.0 98.9 99.0 98.3

73 ソル・メドロール500 ファイザー
メチルプレドニゾロンコハク酸
エステルナトリウム

500mg*

/Sol.8mL
20mg/2mL
+D.W.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：メチルプレドニゾロンとして500mg
ガスター注20mg/2mLを注射用水18mLにて希釈

7.5 7.5 7.5 7.5 7.4

100.0 100.0 99.8 99.1

＜２４９ その他のホルモン剤（坑ホルモン剤を含む。）＞ ［２］すい臓ホルモン剤

74 ノボリンＲ注100 ノボ
ヒトインスリン（遺伝子組換
え）

16単位/0.16mL*
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
＊：100単位/1mLの一部(0.16mL)を使用7.4 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.7 99.8 99.4

75 ヒューマリンＲ注100単位/mL リリー
ヒトインスリン（遺伝子組換
え）

100単位/1mL 

(0.1ﾊﾞｲｱﾙ)

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.4 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 99.8 100.3 100.2

＜２４９ その他のホルモン剤（坑ホルモン剤を含む。）＞ ［９ｉ］その他

76 プロスタルモン・Ｆ注射液2000 小野 ジノプロスト
2mg/2mL＋
5%Glu.498mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.8 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.8 99.3 99.4

＜２５９ その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬＞ ［０ｉ］その他

77 ウテメリン注50mg キッセイ リトドリン塩酸塩
50mg/5mL

+5%Gul.500mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 100.4 99.4 100.2

＜３１２ ビタミンＢ１剤＞ ［１］ビタミンＢ２剤

78 アクタミン注射液20mg
日新：山形 = 東
豊

チアミン塩化物塩酸塩 20mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.1 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 100.3 99.9 100.2

79 ビタノーン・グリーン-20mg
扶桑 = アルフ
レッサファーマ

チアミン塩化物塩酸塩 20mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.2 4.9 4.9 5.0 4.9

100.0 99.6 99.6 99.7

80 メタボリンＧ注射液20mg 武田 チアミン塩化物塩酸塩 20mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.2 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 99.9 99.9 99.9

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３１２ ビタミンＢ１剤＞ ［２］ビタミンＢ１誘導体製剤

81 アリナミンＦ50注 武田 フルスルチアミン塩酸塩 50mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：フルスルチアミンとして50mg／フルスルチアミン塩酸塩として54.58mg3.5 4.9 4.9 5.0 5.0

100.0 99.9 99.8 99.8

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［１］ビタミンＢ２剤

82 フラビタン注射液10mg
トーアエイヨー
= アステラス

フラビンアデニンジヌクレオチ
ド

10mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.8 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.2 99.6 96.3

83 ワカデニンＦ注射液 わかもと
フラビンアデニンジヌクレオチ
ド

10mg/0.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明

5.9 6.0 6.0 6.1 6.0

100.0 99.7 99.2 96.1

84 ビスラーゼ注射液20mg
トーアエイヨー
= アステラス

リボフラビンリン酸エステルナ
トリウム

20mg*/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明

＊：リボフラビンとして20mg5.6 5.7 5.7 5.7 5.6

100.0 99.5 98.4 91.1

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［３］パントテン酸系製剤

85 パントシン注10% 第一製薬 パンテチン 200mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.0 5.0 5.0 5.1

100.0 100.1 100.2 100.2

86 パントール注射液250mg
トーアエイヨー
= アステラス パンテノール 250mg/1mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.3 5.9 5.9 5.9 6.0

100.0 100.0 100.0 99.7

87 パントール注射液500mg
トーアエイヨー
= アステラス パンテノール 500mg/2mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.5 5.5 5.5 5.5 5.5

100.0 100.0 100.3 100.3

＜３１３ ビタミンＢ剤（ビタミンＢ１剤を除く。）＞ ［６］ビタミンＢ１２剤

88 ビタミンＢ１２注「日医工｣1mg 日医工 シアノコバラミン 1mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

赤色澄明 赤紅色澄明 赤紅色澄明 赤紅色澄明 赤紅色澄明

6.7 6.0 6.0 6.1 6.0

100.0 100.0 99.3 97.0

89 メチコバール注射液500μg★ エーザイ メコバラミン 0.5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

赤色澄明 赤色澄明 赤色澄明 赤色澄明 赤色澄明

遮光保存7.8 6.0 6.1 6.1 6.0

100.0 99.1 97.8 96.8

＜３１４ ビタミンＣ剤＞ ［０ｉ］ビタミンＣ製剤

90 ビタＣ注25% アイロム アスコルビン酸 500mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.3 6.4 6.5 6.5 6.4

100.0 98.4 97.8 95.0

91
ビタミンＣ注「ヒシヤマ」25%
(販売中止)

ニプロファーマ アスコルビン酸 500mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止6.3 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 101.8 101.1 93.8

92 ビタミンＣ注「フソー」-500mg
扶桑 = アルフ
レッサファーマ

アスコルビン酸 500mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.5 6.5 6.5 6.6

100.0 98.8 98.9 91.9

93 ビタシミン注射液500mg 武田 アスコルビン酸 500mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

残存率低下6.6 6.5 6.6 6.6 6.6

100.0 97.3 96.6 87.3

＜ ３１５ ビタミン剤＞ ［０ｉ］ビタミンK製剤

312 ケイツーN静注 エーザイ メナテトレノン
10mg/ 
2mL

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

淡黄色半透明 淡黄色半透明 淡黄色半透明 淡黄色半透明 淡黄色半透明

7.4 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.9 99.7 98.1
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
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本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３１７ 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）＞ ［９Ｋ］ＶＢ１・ＶＢ６・ＶＢ１２複合剤（ＶＢ２配合を含む）

94 ダイビタミックス注 原沢 = 岩城
チアミン塩化物塩酸塩・Ｂ６・

Ｂ１２配合剤 2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

桃赤色澄明 桃赤色澄明 桃赤色澄明 桃赤色澄明 桃赤色澄明

4.3 4.5 4.5 4.6 4.6

100.0 99.7 99.7 97.6

95
ネオラミン・スリービー液（静注
用）

アイロム
チアミン塩化物塩酸塩・Ｂ６・

Ｂ１２配合剤 10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明

3.6 4.4 4.4 4.4 4.4

100.0 99.4 99.1 98.6

96 ジアイナミックス注射液
鶴原 = メルクホ
エイ

チアミン塩化物塩酸塩・Ｂ６・

Ｂ１２配合剤 10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明

3.5 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 99.8 99.3 99.0

97 ビタメジン静注用 三共
リン酸チアミンジスルフィド・
Ｂ６・Ｂ１２配合剤

1瓶

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明

4.7 4.8 4.8 4.8 4.8

100.0 99.8 100.2 98.7

97 ビタメジン静注用 三共
リン酸チアミンジスルフィド・
Ｂ６・Ｂ１２配合剤

1瓶

/D.W.10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明 淡紅色澄明

4.6 4.8 4.8 4.8 4.8

100.0 100.2 99.9 98.8

＜３１７ 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）＞ ［９Ｎ］総合ビタミン剤

98 オーツカＭＶ注★
大塚工場 = 大塚
製薬

高カロリー輸液用総合ビタミン
剤(2)

1号(凍乾)・

2号(4mL)
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄褐色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
残存率低下／遮光保存
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞

6.0 6.0 6.1 6.1 6.1

100.0 97.0 94.8 84.3

99 ネオラミン・マルチＶ★ 日本化薬 = 科研
高カロリー輸液用総合ビタミン
剤(4)

1瓶

/D.W.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
残存率低下／遮光保存
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞

5.0 5.1 5.1 5.2 5.2

100.0 99.0 97.8 88.6

100 マルタミン注射用★ 三共
高カロリー輸液用総合ビタミン
剤(6)

1瓶

/Sal.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

遮光保存4.8 4.9 4.9 5.0 5.0

100.0 99.2 97.8 90.5

101 ビタジェクト
テルモ = 日本化
薬

高カロリー輸液用総合ビタミン
剤(7)

Ａ液(5mL)・

Ｂ液(5mL)

20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明* 浮遊物 浮遊物 浮遊物 浮遊物 浮遊物生成
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞
＊：配合剤はビタジェクトのＡ液とＢ液を混合した後の値を記載した。

4.9* 4.9 4.9 5.0 5.0

101 ビタジェクト
テルモ = 日本化
薬

高カロリー輸液用総合ビタミン
剤(7)

Ａ液(5mL)・

Ｂ液(5mL)

20mg/2mL
+5%Gul.500mL

黄色澄明* 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 ｐＨ変化
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞
＊：配合剤はビタジェクトのＡ液とＢ液を混合した後の値を記載した。

4.9* 4.9 5.1 5.5 5.4

100.0 100.1 99.0 93.3

＜３１７ 混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）＞ ［９Ｔ］その他の配合剤

102 シーパラ注★ 高田
チアミン・ニコチン酸アミド配
合剤

2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

遮光保存4.9 5.1 5.2 5.1 5.2

100.0 99.6 99.4 96.2

103 シーパラ注 高田
チアミン・ニコチン酸アミド配
合剤

2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

橙黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

残存率低下4.9 5.1 5.2 5.2 5.2

100.0 98.6 98.7 86.8

＜３２１ カルシウム剤＞ ［３］グルコン酸カルシウム製剤

104 カルチコール注射液8.5%10mL 大日本住友 グルコン酸カルシウム水和物 850mg/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 99.6 99.4 98.5

＜３２２ 無機質製剤＞ ［２］鉄化合物製剤（有機酸鉄を含む。）

105 フェジン 日医工 含糖酸化鉄 40mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

暗褐色の液体* 暗褐色の液体* 暗褐色の液体* 暗褐色の液体* 暗褐色の液体*
外観判定不能（配合剤そのものの着色が濃いため）
＊：着色が濃いため，澄明の判断ができなかった。

9.8 7.3 7.3 7.3 7.2

100.0 98.8 97.9 94.8

106 フェリコン 日本臓器 シデフェロン 50mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

濃褐色の液体* 濃褐色の液体* 濃褐色の液体* 濃褐色の液体* 濃褐色の液体*
外観判定不能（配合剤そのものの着色が濃いため）
＊：着色が濃いため，澄明の判断ができなかった。

7.4 6.2 6.4 6.4 6.3

100.0 97.9 96.3 94.6
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番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３２２ 無機質製剤＞ ［９ｉ］その他

107 アスパラカリウム注10mEq 田辺 L-アスパラギン酸カリウム 1.712g/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.1 6.7 6.7 6.7 6.7

100.0 100.1 100.1 98.5

108 Ｋ．Ｃ．Ｌ．点滴液15% 丸石
塩化カリウム（リン酸リボフラ
ビン添加）

3g/20mL <15%>

+Sal.1,000mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

残存率低下・ｐＨ変化6.1 6.1 6.0 5.8 5.2

100.0 90.9 75.7 24.7

＜３２２ 無機質製剤＞ ［９Ｋ］微量元素配合剤

109 エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜鉛水和物
配合剤(1)

2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

暗赤褐色澄明 赤褐色澄明 赤褐色澄明 赤褐色澄明 赤褐色澄明
ｐＨ変化
＜配合変化回避例は多剤配合も参照＞

5.3 6.3 6.0 5.9 5.7

100.0 95.7 94.7 92.8

110 ミネラリン注 日本製薬 = 武田
塩化マンガン・硫酸亜鉛水和物
配合剤(1)

2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

暗赤褐色澄明 淡赤褐色澄明 淡赤褐色澄明 淡赤褐色澄明 淡赤褐色澄明
ｐＨ変化
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞

5.4 6.3 6.0 5.9 5.7

100.0 97.8 96.3 94.2

111 エレメンミック注キット
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜鉛水和物
配合剤(1)

2mL
20mg/2mL

+5%Gul.500mL

暗赤褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明

5.3 5.4 5.5 5.4 5.3

100.0 98.8 98.0 96.4

＜３２３ 糖類＞ ［１］ブドウ糖製剤

112 テルモ糖注 テルモ ブドウ糖 5%/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.1 100.1 99.9

113 大塚糖液10% 大塚工場 ブドウ糖 10% 20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.4 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.4 99.3 98.6

114 テルモ糖注10 テルモ ブドウ糖 10% 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 99.8 99.6 99.5

115 第一糖液注20% 第一製薬 ブドウ糖 20% 20mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.4 5.9 5.9 5.9 5.8

100.0 99.8 99.6 99.3

＜３２３ 糖類＞ ［２］果糖製剤

116
テルモ果糖注
(販売中止)

テルモ 果糖 5% 200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止4.5 5.6 5.6 5.6 5.7

100.0 97.2 96.1 94.9

＜３２３ 糖類＞ ［３］マルトース製剤

117 マルトス-10
大塚工場 = 大塚
製薬

マルトース水和物 10% 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.4 5.2 5.2 5.2 5.2

100.0 98.9 100.0 101.6

＜３２３ 糖類＞ ［４］キシリトール製剤

118 キリット注5%
大塚工場 = 大塚
製薬

キシリトール 5% 300mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.0 5.9 5.9 6.0

100.0 100.3 99.9 100.2

119
クリニット注50% 
(販売中止)

アイロム キシリトール 50% 20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止6.4 6.0 6.0 6.2 6.0

100.0 99.4 99.0 98.8
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３２３ 糖類＞ ［９Ｔ］その他の配合剤

120 トリパレン１号
大塚工場 = 大塚
製薬

高カロリー輸液用基本液(4-1) 200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.6 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 100.0 99.9 99.2

121 トリパレン２号
大塚工場 = 大塚
製薬

高カロリー輸液用基本液(4-2) 200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 4.5 4.5 4.5 4.6

100.0 100.4 99.9 99.2

122 ハイカリック液－１号 テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-1) 80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.7 99.5 98.9

123 ハイカリック液－２号 テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-2) 80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 100.0 99.7 99.2

124 ハイカリック液－３号 テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-3) 350mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.0 4.1 4.1 4.1 4.0

100.0 99.6 99.4 98.4

125 ハイカリックＮＣ－Ｈ テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-4) 700mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 99.4 101.7 99.4

126 ハイカリックＮＣ－Ｌ テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-5) 700mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.6 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 99.9 101.1 99.9

127 ハイカリックＮＣ－Ｎ テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-6) 700mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.6 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 98.4 98.7 98.7

128 ハイカリックＲＦ テルモ 高カロリー輸液用基本液(5-7) 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 101.1 100.9 102.1

129 リハビックス－Ｋ１号
味の素 = 味の素
ファルマ

高カロリー輸液用基本液(7-1) 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.2 5.2 5.2 5.2

100.0 99.2 99.3 99.4

130 リハビックス－Ｋ２号
味の素 = 味の素
ファルマ

高カロリー輸液用基本液(7-2) 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.2 5.2 5.2 5.1

100.0 100.9 99.4 98.8

＜３２５ たん白アミノ酸製剤＞ ［３］混合アミノ酸製剤

131 アミノレバン
大塚工場 = 大塚
製薬

肝不全用アミノ酸製剤(1) 100mL 20mg/2mL
無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.5 99.3 98.9

132 強力モリアミンＳ
味の素 = 味の素
ファルマ

高カロリー輸液用総合アミノ酸
製剤(1)

20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.1 6.1 6.0 6.0

100.0 100.1 99.8 99.9

133 アミゼットＢ テルモ = 田辺
高カロリー輸液用総合アミノ酸
製剤(2)

200mL 20mg/2mL
無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 微黄色澄明

外観変化
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞6.6 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 100.6 101.0 99.9

134 アミニック
味の素 = 味の素
ファルマ

高カロリー輸液用総合アミノ酸
製剤(3)

100mL 20mg/2mL
無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.2 7.2 7.2 7.2 7.2

100.0 99.6 99.4 99.6

135 アミパレン
大塚工場 = 大塚
製薬

高カロリー輸液用総合アミノ酸
製剤(4)

300mL 20mg/2mL
無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

100.0 100.4 101.6 101.9

136 モリプロンＦ
味の素 = 味の素
ファルマ

高カロリー輸液用総合アミノ酸
製剤(5-2)

100mL 20mg/2mL
無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.3 99.4 99.7

137 ネオアミユー 味の素ファルマ 腎不全用アミノ酸製剤(1-2) 200mL 20mg/2mL
無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.2 7.2 7.2 7.2 7.2

100.0 100.0 99.7 99.7

138 キドミン
大塚工場 = 大塚
製薬

腎不全用アミノ酸製剤(2-1) 200mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.9 6.9 6.9 6.9 6.9

100.0 100.1 99.9 100.0
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３２５ たん白アミノ酸製剤＞ ［９Ｊ］混合アミノ酸・ブドウ糖製剤

139 プラスアミノ
大塚工場 = 大塚
製薬

総合アミノ酸製剤（ブドウ糖
加）

80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.5 4.5 4.6 4.6 4.6

100.0 99.7 99.7 99.7

＜３２５ たん白アミノ酸製剤＞ ［９Ｎ］混合アミノ酸・ブドウ糖・無機塩類製剤

140 アミカリック テルモ = 田辺 アミノ酸・糖・電解質(1) 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 5.4 5.4 5.3 5.4

100.0 100.6 101.2 102.1

141 アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質(2-1) 20mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：上室液(250mL)・下室液(600mL)を混合した後、必要量を本剤と配合5.6 5.6 5.6 5.6 5.5

100.0 99.5 99.6 99.2

141 アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質(2-1) 850mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：上室液(250mL)・下室液(600mL)を混合した後、本剤と配合5.6 5.6 5.5 5.6 5.5

100.0 99.4 100.1 98.9

142 アミノトリパ２号
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質(2-2) 900mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：上室液(300mL)・下室液(600mL)を混合した後、必要量を本剤と配合5.6 5.6 5.6 5.6 5.6

100.0 99.5 99.2 97.5

143 アミノフリード
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質(2-3) 500mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：上室液(150mL)・下室液(350mL)を混合した後、本剤と配合6.7 6.7 6.7 6.6 6.7

100.0 99.8 100.9 100.0

144 ピーエヌツイン－１号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質(3-1)
Ⅰ層(800mL)・

Ⅱ層(200mL)
20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.2 100.6 100.9

145 ピーエヌツイン－２号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質(3-2)
Ⅰ層(800mL)・

Ⅱ層(300mL)
20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 99.7 100.0 100.6

146 ピーエヌツイン－３号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質(3-3)
Ⅰ層(800mL)・

Ⅱ層(400mL)
20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.2 5.2 5.2 5.2

100.0 100.4 99.7 99.8

147 ユニカリックＬ テルモ = 田辺 アミノ酸・糖・電解質(4-1) 1,000mL 20mg/2mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

4.3 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 100.2 100.5 99.8

148 ユニカリックＮ テルモ = 田辺 アミノ酸・糖・電解質(4-2) 1,000mL 20mg/2mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

4.3 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 99.8 99.9 99.4

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３２５ たん白アミノ酸製剤＞ ［９Ｔ］その他の配合剤

149 ミキシッド－Ｌ
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・脂肪・電解質
(1-1)

上室(600mL)・

下室(300mL)
20mg/2mL

白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液

外観判定不能（配合剤そのものが不透明のため）6.1 6.1 6.1 6.1 6.1

150 フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(1-1)

大室(700mL)・

中室(200mL)・

小室(3mL)
20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.1 5.1 5.0 5.0 5.0

100.0 100.6 99.6 100.1

151 フルカリック２号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(1-2)

大室(700mL)・

中室(300mL)・

小室(3mL)
20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.3 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 101.1 101.2 102.0

152 フルカリック３号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(1-3)

大室(700mL)・

中室(400mL)・

小室(3mL)
20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.5 5.5 5.5 5.4 5.4

100.0 99.9 98.8 100.3

153 ネオパレン１号輸液
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(2-1)

上室(300mL)・
小室( 4mL)・下
室(696mL)

20mg/2mL

黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

5.6 5.6 5.6 5.6 5.6

100.0 100.6 101.1 101.1

154 ネオパレン２号輸液
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(2-2)

上室(300mL)・

小室( 4mL)・下

室(696mL)
20mg/2mL

黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

5.4 5.4 5.4 5.4 5.4

100.0 99.6 100.0 99.6

155 エルネオパ１号輸液
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(2-3)

上室(692mL)・

小室V (4mL)・

小室T (4mL)・

下室(300mL)

20mg/2mL

黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

5.1 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 99.5 99.0 99.7

156 エルネオパ２号輸液
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(2-4)

上室(692mL)・

小室V (4mL)・

小室T (4mL)・

下室(300mL)

20mg/2mL

黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

5.3 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 99.2 99.9 98.4

157 アミグランド輸液
テルモ = 田辺三
菱

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(3)

18mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：大室液(350mL)・小室液(150mL)を混合した後、必要量を本剤と配合6.8 6.8 6.7 6.7 6.6

100.0 100.6 101.0 100.3

157 アミグランド輸液
テルモ = 田辺三
菱

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(3)

500mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：大室液(350mL)・小室液(150mL)を混合した後、本剤と配合6.8 6.9 6.8 6.7 6.7

100.0 99.3 99.1 99.5

158 ビーフリード点滴静注用
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(4)

2mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：上室液(150mL)・下室液(350mL)を混合した後、必要量を本剤と配合6.8 6.5 6.5 6.5 6.4

100.0 99.7 99.3 99.2

158 ビーフリード点滴静注用
大塚工場 = 大塚
製薬

アミノ酸・糖・電解質・ビタミ
ン(4)

20mL* 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：上室液(150mL)・下室液(350mL)を混合した後、必要量を本剤と配合6.8 6.7 6.7 6.7 6.7

100.0 99.9 99.8 99.2

＜３２６ 臓器製剤＞ ［２］肝臓製剤

159 リバレス注 日医工
肝臓エキス・フラビンアデニン
ジヌクレオチド

1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

橙黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.7 6.0 6.0 6.1 5.9

100.0 99.2 98.4 95.2

160 アデラビン９号 三和化学
肝臓エキス・フラビンアデニン
ジヌクレオチド

2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 6.0 6.1 6.1 6.0

100.0 99.1 98.2 94.8

＜３２９ その他の滋養強壮薬＞ ［９Ｊ］配合剤

161 イントラリポス10%
大塚工場 = 大塚
製薬

ダイズ油 10% 250mL 20mg/2mL

白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液
外観判定不能（配合薬剤そのものが不透明のため）
配合薬剤の添付文書に「本剤に他の薬剤を混合しないこと」と記載

7.5 6.9 6.9 6.9 6.9

162
イントラファット注20%
(販売中止)

日本製薬 = 武田 ダイズ油 100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

白色不透明 白色不透明 白色不透明 白色不透明 白色不透明 販売中止
外観判定不能（配合剤そのものが不透明のため）
配合薬剤の添付文書に「本剤に他の薬剤を混合しないこと」と記載

7.6 6.7 6.7 6.7 6.7

163 イントラリポス20%
大塚工場 = 大塚
製薬

ダイズ油 20% 250mL 20mg/2mL

白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液 白色の乳濁液
外観判定不能（配合薬剤そのものが不透明のため）
配合薬剤の添付文書に「本剤に他の薬剤を混合しないこと」と記載

7.7 7.0 7.0 7.0 7.0
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ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３３１ 血液代用剤＞ ［１］生理食塩類

164 大塚食塩注10%
大塚工場 = 大塚
製薬

塩化ナトリウム 10% 20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.6 100.8 100.3

165 フィシザルツ 扶桑 生理食塩液 0.9% 20mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.4 100.5 99.9

166 フィシザルツ－ＰＬ 扶桑 生理食塩液 0.9% 100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.1 6.0 6.0 6.0 6.1

100.0 100.1 100.1 99.9

167 テルモ生食 テルモ 生理食塩液 0.9% 250mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 6.0 5.8 5.8 5.9

100.0 100.2 100.1 100.0

168 フィシザルツ－ＦＣ 扶桑 生理食塩液 0.9% 500mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.5 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.1 100.0 99.9

＜３３１ 血液代用剤＞ ［９ｉ］その他

169 メディジェクトK★ テルモ
塩化カリウム（リン酸リボフラ
ビン添加）

1.491g/20mL

+Sal.1,000mL 20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

遮光試験6.1 6.1 6.2 6.2 6.1

100.0 98.4 98.5 98.8

169 メディジェクトK★ テルモ
塩化カリウム（リン酸リボフラ
ビン添加）

1.491g/10mL

(0.5管)

+Sal.1,000mL
20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

遮光試験6.1 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.7 100.7 99.2

170 メディジェクトK テルモ
塩化カリウム（リン酸リボフラ
ビン添加）

1.491g/20mL

+Sal.1,000mL 20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.1 6.1 6.0 5.8 5.1

100.0 92.4 69.4 20.5

170 メディジェクトK テルモ
塩化カリウム（リン酸リボフラ
ビン添加）

1.491g/10mL

(0.5管)

+Sal.1,000mL
20mg/2mL

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.1 6.1 6.1 6.0 5.3

100.0 94.2 74.3 29.5

171 サリンヘス 杏林 ヒドロキシエチルデンプン 6% 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 5.8 5.9 5.9 5.9

100.0 100.0 99.8 101.5

172
リン酸2カリウム注20mEqキット
「テルモ」 テルモ リン酸二カリウム 0.5ﾓﾙ 20mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.7 8.5 8.5 8.5 8.4

100.0 99.6 99.2 97.9

＜３３１ 血液代用剤＞ ［９Ｊ］塩化ナトリウム・ブドウ糖剤

173 ソリタ－Ｔ１号
味の素 = 味の素
ファルマ

開始液(1)／塩化ナトリウム・
ブドウ糖剤

40mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.4 5.4 5.4 5.4

100.0 99.8 99.8 99.2

174 ソルデム１ テルモ
開始液(1)／塩化ナトリウム・
ブドウ糖剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 99.5 99.8 98.9

175 ＫＮ補液１Ａ
大塚工場 = 大塚
製薬

開始液(2)／塩化ナトリウム・
ブドウ糖剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.8 5.4 5.4 5.4 5.5

100.0 99.6 99.7 99.6

176 デノサリン１ テルモ
開始液(2)／塩化ナトリウム・
ブドウ糖剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.8 5.8 5.8 5.9

100.0 99.6 99.2 99.2

＜３３１ 血液代用剤＞ ［９Ｋ］ブドウ糖・デキストラン剤

177 低分子デキストラン糖注
大塚工場 = 大塚
製薬

デキストラン40・ブドウ糖 20mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.7 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.5 99.3 97.7
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＜３３１ 血液代用剤＞ ［９Ｌ］乳酸ナトリウム・無機塩類・糖類剤

178 ソリタ－Ｔ３号
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(3)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

20mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.5 5.5 5.5 5.5

100.0 99.7 99.8 99.3

179 ソルデム３Ａ テルモ
維持液(3)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.1 6.2 6.2 6.2

100.0 100.0 99.4 98.6

180 ハルトマン－Ｇ３号「小林」 アイロム
維持液(3)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.2 5.2 5.2 5.2

100.0 98.1 96.9 97.5

181 ソリタ－Ｔ３号Ｇ
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(4)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 99.6 101.4 99.3

182 ソルデム３ＡＧ テルモ
維持液(4)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 5.9 5.9 5.9 6.0

100.0 100.5 99.8 99.5

183 リプラス３号輸液 扶桑
維持液(5)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

18mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.6 5.6 5.6 5.6

100.0 99.9 99.3 100.0

183 リプラス３号輸液 扶桑
維持液(5)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.2 5.3 5.3 5.3

100.0 99.6 99.9 99.7

184 ＫＮ補液３Ｂ
大塚工場 = 大塚
製薬

維持液(6)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.5 5.6 5.6 5.6 5.6

100.0 99.9 99.7 99.1

185 ソルデム３ テルモ
維持液(6)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.4 99.7 99.3

186 フルクトラクト注
大塚工場 = 大塚
製薬

維持液(7)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.8 4.8 4.8 4.8 4.8

100.0 99.4 98.5 99.1

187 フィジオゾール・３号
大塚工場 = 大塚
製薬

維持液(9)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.6 4.8 4.8 4.8 4.8

100.0 99.6 99.5 99.0

188 ＫＮ補液ＭＧ３号
大塚工場 = 大塚
製薬

維持液(16)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 98.3 98.9 98.0

189 ソルデム３ＰＧ テルモ
維持液(17)／乳酸ナトリウム・
無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.7 5.7 5.8 5.7 5.7

100.0 99.3 99.5 97.3

190 ＫＮ補液４Ａ
大塚工場 = 大塚
製薬

術後回復液(1)／乳酸ナトリウ
ム・無機塩類・糖類剤

80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.5 5.6 5.6 5.6 5.7

100.0 99.8 99.5 99.0

191 ソルデム６ テルモ
術後回復液(1)／乳酸ナトリウ
ム・無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.1 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.7 100.2 98.4

192 ソリタ－Ｔ４号
味の素 = 味の素
ファルマ

術後回復液(2)／乳酸ナトリウ
ム・無機塩類・糖類剤

40mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.5 5.5 5.5 5.5

100.0 99.8 99.9 99.6

193 ソルデム２ テルモ
脱水補給液(1)／乳酸ナトリウ
ム・無機塩類・糖類剤

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.3 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 100.5 99.1 98.1

194 ＫＮ補液２Ａ
大塚工場 = 大塚
製薬

脱水補給液(2)／乳酸ナトリウ
ム・無機塩類・糖類剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.8 4.8 4.8 4.8 4.8

100.0 99.9 100.2 99.6
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ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３３１ 血液代用剤＞ ［９Ｍ］リンゲル製剤

195 ヴィーンＦ注 日研 酢酸リンゲル液 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.9 6.8 6.8 6.8 6.8

100.0 101.0 100.8 101.9

196 ヴィーンＤ注 日研 酢酸リンゲル液（ブドウ糖加） 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.3 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 100.5 100.8 101.0

197 リナセート
味の素 = 味の素
ファルマ

酢酸リンゲル液（ブドウ糖加） 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 5.4 5.4 5.4 5.4

100.0 100.3 99.5 98.8

198 ソルラクト テルモ 乳酸リンゲル液 250mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.4 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 101.4 100.7 100.7

199 ラクテック注
大塚工場 = 大塚
製薬

乳酸リンゲル液 80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.5 6.2 6.2 6.2 6.3

100.0 99.8 99.6 99.0

200 ハルトマン液 pH:8-｢HD｣ ニプロファーマ 乳酸リンゲル液 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.2 8.1 8.1 8.1 8.0

100.0 98.0 99.1 98.7

201 ラクトリンゲルＳ注「フソー」 扶桑
乳酸リンゲル液（ソルビトール
加）

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.5 100.9 100.0

202 ソルラクトＳ テルモ
乳酸リンゲル液（ソルビトール
加）

250mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.4 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 99.6 100.1 100.1

203 ラクテックＧ注
大塚工場 = 大塚
製薬

乳酸リンゲル液（ソルビトール
加）

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.5 6.4 6.4 6.4 6.5

100.0 99.0 99.4 97.0

204 低分子デキストランＬ注
大塚工場 = 大塚
製薬

乳酸リンゲル液（デキストラン
40加）(1)

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 5.4 5.4 5.4 5.4

100.0 100.8 98.6 100.8

205 ソルラクトＤ テルモ 乳酸リンゲル液（ブドウ糖加） 250mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.1 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 99.8 99.6 99.9

206 ハルトマンＤ液「小林」 アイロム 乳酸リンゲル液（ブドウ糖加） 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.6 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 99.1 99.3 99.3

207 ソルラクトＴＭＲ テルモ
乳酸リンゲル液（マルトース
加）

250mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.2 6.2 6.1 6.2

100.0 98.7 100.0 98.3

208 ラクトリンゲルＭ注「フソー」 扶桑
乳酸リンゲル液（マルトース
加）

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 100.1 101.0 101.6

209 ポタコールＲ
大塚工場 = 大塚
製薬

乳酸リンゲル液（マルトース
加）

80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 99.6 99.4 98.9

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３３１ 血液代用剤＞ ［９Ｔ］その他の配合剤

210 トリフリード
大塚工場 = 大塚
製薬

維持液（複合糖加）／血液代用
液

200mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 100.0 99.5 99.4

211 ソリタックス－Ｈ
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液（ブドウ糖加）(1)／血
液代用剤

500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.2 99.0 95.6

212 アクチット注 日研 酢酸維持液(1)／血液代用剤 80mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 5.4 5.4 5.4 5.4

100.0 99.6 99.3 98.7

213 ソルマルト テルモ 酢酸維持液(1)／血液代用剤 500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 5.9 5.9 5.9 5.8

100.0 99.1 99.7 98.0

214 ヘスパンダー 杏林
ヒドロキシエチルデンプン配合
剤／血液代用剤

300mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.7 99.1 97.2

＜３３２ 止血剤＞ ［１］カルバゾクロム系製剤

215 アドナ注（静脈用）100mg 田辺
カルバゾクロムスルホン酸ナト
リウム水和物

100mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明 橙黄色澄明

5.8 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 100.4 100.8 101.0

＜３３２ 止血剤＞ ［７］抗プラスミン剤

216 トランサミン注5% 第一製薬 トラネキサム酸 250mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.5 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 99.4 99.3 98.7

217 リカバリン注250mg 旭化成ファーマ トラネキサム酸 250mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.6 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 99.5 99.8 99.5

＜３３２ 止血剤＞ ［９ｉ］その他

218 レプチラーゼ = Ｓ注 東菱 - ゼリア ヘモコアグラーゼ
0.04mL/1mL

（1単位/1mL）
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.6 6.0 6.0 6.0 6.1

100.0 99.5 99.7 99.6

＜３３３ 血液凝固阻止剤＞ ［４］ヘパリン製剤

219 フラグミン静注
ファイザー =
キッセイ

ダルテパリンナトリウム 5,000単位/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.5 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.5 100.0 99.7

220 カプロシン注 沢井 ヘパリンカルシウム 10万単位/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.3 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.0 100.5 99.6

221 ノボ・ヘパリン注1000 アベンティス ヘパリンナトリウム
5,000単位/5mL

+Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.2 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.3 100.4 99.2

221 ノボ・ヘパリン注1000 アベンティス ヘパリンナトリウム
5,000単位/5mL

+5%Gul.500mL 20mg/2mL

無色澄明* 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

＊：配合剤は大塚糖液5%で希釈前のﾉﾎﾞ･ﾍﾊﾟﾘﾝ注1000の値を記載した。6.8* 5.8 5.7 5.7 5.7

100.0 100.3 99.4 100.0

222 ノボ・ヘパリン注1000 持田 ヘパリンナトリウム １万単位/10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.6 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 99.9 99.5 98.9

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／pH／残存率

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３３３ 血液凝固阻止剤＞ ［９ｉ］その他

314 フィブロガミンP静注用 CSLベーリング
乾燥濃縮人血液凝固第XIII因子
製剤

240国際単位
以上/
4mL生食

20mg/2mL
＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.8 6.1 6.2 6.2 6.2

100 99.5 99.0 99.2

＜３９１ 肝臓疾患用剤＞ ［９Ｌ］グリチルリチン・グリシン・システイン剤

223 強力ネオミノファーゲンシー ミノファーゲン
グリチルリチン・グリシン・シ
ステイン配合剤

20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.5 6.4 6.4 6.3 6.3

100.0 99.8 99.6 99.7

224 ネオファーゲン静注20mL
大塚工場 = 大鵬
薬品

グリチルリチン・グリシン・シ
ステイン配合剤

20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.3 6.9 6.9 7.0 7.0

100.0 99.5 99.2 99.7

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

＜３９２ 解毒剤＞ ［２］グルタチオン製剤

225 タチオン注射用 アステラス グルタチオン
200mg/

D.W.3mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.8 5.9 5.9 5.9 5.8

100.0 99.9 99.2 99.7

＜３９２ 解毒剤＞ ［９ｉ］その他

226 メイロン
大塚工場 = 大塚
製薬

炭酸水素ナトリウム 7% 20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.7 8.0 8.0 8.0 8.2

100.0 99.7 99.4 96.4

＜３９５ 酵素製剤＞ ［４］ウロキナーゼ製剤

227
ウロキナーゼ24万－Ｗｆ
(販売中止)

ベネシス = 三菱
ウェルファーマ

ウロキナーゼ
24万単位

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止6.2 6.2 6.2 6.2 6.2

100.0 100.0 100.0 99.0

＜３９９ 他に分類されない代謝性医薬品＞ ［１］コンドロイチン製剤

228 コンドロイチン注2%「マイラン」
マイラン = ファ
イザー

コンドロイチン硫酸エステルナ
トリウム

40mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.5 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.8 99.8 99.8

＜３９９ 他に分類されない代謝性医薬品＞ ［２］アデノシン製剤

229 トリノシンＳ注射液10mg
トーアエイヨー
= アステラス

アデノシン三リン酸二ナトリウ
ム水和物

10mg/2mL

+5%Gul.200mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.1 7.1 7.1 7.2 7.3

100.0 98.8 98.3 96.8

230 アデホス－Ｌコーワ注40mg 興和
アデノシン三リン酸二ナトリウ
ム水和物

40mg/2mL

+5%Gul.200mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
ｐＨ変化
＜配合変化回避例は多剤配合を参照＞

8.8 8.5 8.3 8.2 8.0

100.0 99.4 99.0 98.2

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜３９９ 他に分類されない代謝性医薬品＞ ［９ｉ］その他

231 ミラクリッド 持田 ウリナスタチン
2.5万単位

/Sal.80mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.8 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.9 99.9 99.2

232 注射用カタクロット40mg 小野 オザグレルナトリウム
40mg

/D.W.4mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.1 7.2 7.2 7.2 7.2

100.0 99.8 99.8 99.0

233 キサンボン注射用40mg キッセイ オザグレルナトリウム
40mg

/D.W.4mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.2 7.2 7.2 7.1 7.2

100.0 100.1 99.6 98.9

234 注射用エフオーワイ100 小野 ガベキサートメシル酸塩
100mg

/5%Gul.500mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.8 5.8 5.7 5.8 5.9

100.0 100.3 100.5 100.6

235 注射用エフオーワイ500 小野 ガベキサートメシル酸塩
500mg

/5%Gul.250mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 5.7 5.7 5.8 5.5

100.0 99.9 99.6 98.3

236 サンディミュン注射液 ノバルティス シクロスポリン
250mg/5mL

+Sal.500mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.1 6.2 6.2 6.2 6.0

100.0 99.7 99.9 100.0

237 注射用エラスポール100 小野
シベレスタットナトリウム水和
物

100mg

/D.W.10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.6 7.1 7.1 7.1 7.1

100.0 99.6 99.9 99.7

238 プログラフ注射液5mg アステラス タクロリムス水和物 5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.4 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.7 98.9 98.0

239 注射用フサン10 鳥居 ナファモスタットメシル酸塩
10mg

/5%Gul.500mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.7 5.5 5.4 5.4 5.4

100.0 99.7 99.7 99.4

＜４２１ アルキル化剤＞ ［１］クロルエチルアミン系製剤

240 注射用イホマイド1g 塩野義 イホスファミド
1g

/Sal.25mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.6 6.1 6.0 6.0 6.0

100.0 100.5 100.2 99.8

＜４２１ アルキル化剤＞ ［９ｉ］その他

241 ダカルバジン注協和★ 協和発酵 ダカルバジン
100mg

/D.W.10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明＊ 微黄赤色澄明
外観変化／遮光保存
＊：６時間後は配合直後,３時間後と比べてわずかに赤みを帯びた。

3.6 4.0 4.0 4.0 4.0

100.0 100.0 100.0 98.9

242 注射用サイメリン50mg
三菱ウェル
ファーマ

ラニムスチン
50mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化6.3 6.1 5.9 5.7 5.1

100.0 100.1 99.6 98.5

313 注射用エンドキサン 塩野義製薬 シクロホスファミド水和物
100mg/ 

5mL
20mg/2mL

＋Sal. 18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.2 6.0 5.9 5.9 5.7

100.0 100.0 100.1 100.0

＜４２２ 代謝拮抗剤＞ ［３］フルオロウラシル系製剤

243 5-ＦＵ注250協和 協和発酵 フルオロウラシル 250mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.4 8.3 8.4 8.3 8.4

100.0 100.4 100.1 99.4

243 5-ＦＵ注250協和 協和発酵 フルオロウラシル 250mg/5mL
20mg/2mL

+5%Gul.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.4 8.3 8.3 8.3 8.3

100.0 99.7 99.1 98.5
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜４２３ 坑腫瘍性抗生物質製剤＞ ［１］マイトマイシンＣ製剤

244 マイトマイシン注用10mg 協和発酵 マイトマイシンＣ
10mg

/D.W.25mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

淡青紫色澄明 微青紫色澄明 微青紫色澄明 微青紫色澄明 微青紫色澄明

6.6 6.1 6.2 6.2 6.2

100.0 100.0 99.4 98.7

＜４２３ 坑腫瘍性抗生物質製剤＞ ［５］アントラサイクリン系抗生物質製剤

245 ピノルビン注
メルシャン = 日
本化薬

ピラルビシン塩酸塩
10mg*

/5%Gul.10mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

橙赤色澄明 橙赤色澄明 橙赤色澄明 橙赤色澄明 橙赤色澄明

＊：ピラルビシンとして10mg5.8 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 99.7 99.5 98.3

315 アドリアシン注用 サンドファーマ ドキソルビシン塩酸塩 10㎎/5mL生食
20mg/2mL

＋Sal. 18mL

赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明 淡赤色澄明

5.4 5.9 6.1 6.1 6.1

100.0 91.1 91.5 89.0

＜４２４ 坑腫瘍性植物成分製剤＞ ［０］その他

246 ラステット注 日本化薬 エトポシド 100mg/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 無色澄明 白色結晶 白色結晶 白色結晶
結晶析出
経時的に沈殿の量が増加した。３時間以降の定量は中止した。

5.4 4.5 4.5 4.5 4.5

246 ラステット注 日本化薬 エトポシド
100mg/5mL

+Sal.250mL 20mg/2mL

微黄色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.8 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.8 99.8 100.2

247 ハイカムチン注射用 日本化薬 ノギテカン塩酸塩
1.1mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.8 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 100.4 99.9 99.9

248 タキソール注射液100mg
ブリストル・マ
イヤーズ

パクリタキセル
100mg/16.7mL

+Sal.500mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
配合薬剤の添付文書に「本剤は5%ブドウ糖注射液及び生理食塩液を除く他
の薬剤とは混注しないこと」と記載

6.3 6.1 6.1 6.0 6.1

100.0 100.4 99.6 97.3

249 注射用フィルデシン3mg 塩野義 ビンデシン硫酸塩
3mg

/Sal.3mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.0 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.0 100.3 98.4

＜４２９ その他の腫瘍用薬＞ ［１］その他の坑悪性腫瘍用剤

250 パラプラチン注射液
ブリストル = ブ
リストル・マイ
ヤーズ

カルボプラチン
150mg/15mL

+Sal.250mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.3 6.2 6.2 6.1 6.1

100.0 99.3 98.5 90.0

251 プラトシン注10★
ファイザー = 協
和発酵

シスプラチン 10mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

残存率低下／遮光保存3.6 5.7 5.6 5.5 5.4

100.0 96.3 91.6 73.9

252 ブリプラチン注★ ＢＭＳ シスプラチン 50mg/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

残存率低下／遮光保存2.6 3.8 3.8 3.8 3.8

100.0 91.6 85.2 54.6

253 ランダ注★ 日本化薬 シスプラチン 50mg/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

残存率低下／遮光保存3.6 5.0 5.0 4.9 4.9

100.0 92.5 85.8 53.7

254 ノバントロン注10mg ワイス = 武田 ミトキサントロン塩酸塩 10mg*/5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

暗青色澄明 暗青色澄明 暗青色澄明 暗青色澄明 暗青色澄明

＊：ミトキサントロン塩酸塩として11.6mg／ミトキサントロンとして10mg3.3 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 99.6 99.8 100.1

＜４４１ 抗ヒスタミン剤＞ ［９ｉ］その他

255 ポララミン注5mg
シェリング・プ
ラウ

d-クロルフェニラミンマレイ
ン酸塩

5mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 100.3 100.4 100.0

256 クロール・トリメトン注10mg
シェリング・プ
ラウ

クロルフェニラミンマレイン酸
塩

10mg/1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.9 5.6 5.6 5.6 5.6

100.0 99.9 100.1 99.7
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜６１１ 主としてグラム陽性菌に作用するもの＞ ［２］リンコマイシン系抗生物質製剤

257 ダラシンＳ注射液 ファイザー
クリンダマイシンリン酸エステ
ル

600mg/4mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.6 6.8 6.8 6.8 6.8

100.0 99.7 99.1 98.6

＜６１１ 主としてグラム陽性菌に作用するもの＞ ［３］バンコマイシン製剤

258
塩酸バンコマイシン点滴静注用
0.5g リリー = 塩野義 バンコマイシン塩酸塩

0.5g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

3.9 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 99.8 99.8 99.9

＜６１１ 主としてグラム陽性菌に作用するもの＞ ［９ｉ］その他

259 ハベカシン注射液 明治製菓 アルベカシン硫酸塩 100mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 99.7 99.8 99.6

260 注射用タゴシッド200mg
サノフィ・アベ
ンティス = アス
テラス

テイコプラニン
200mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.4 7.0 7.0 7.0 7.0

100.0 100.2 100.1 99.9

＜６１２ 主としてグラム陰性菌に作用するもの＞ ［２］モノバクタム系抗生物質製剤

261 アザクタム注射用1g エーザイ アズトレオナム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.3 5.3 5.3 5.3

100.0 100.1 100.1 100.1

＜６１２ 主としてグラム陰性菌に作用するもの＞ ［３］アミノ糖系抗生物質製剤

262
硫酸アミカシン注射液「萬有」
200mg 万有 アミカシン硫酸塩 200mg/2mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.4 6.4 6.4 6.4

100.0 98.4 100.0 98.8

263 イセパシン注射液200
シェリング・プ
ラウ

イセパマイシン硫酸塩 200mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.4 6.4 6.4 6.4

100.0 100.1 99.7 99.6

264 エクサシン注射液200 旭化成ファーマ イセパマイシン硫酸塩 200mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.8 6.4 6.4 6.4 6.4

100.0 99.9 99.7 99.2

265 イセパシン注射液400
シェリング・プ
ラウ

イセパマイシン硫酸塩 400mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 6.6 6.6 6.6 6.6

100.0 99.5 99.3 99.2

266 トブラシン注60mg
東和薬品 = ジェ
イドルフ

トブラマイシン 60mg/1.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 5.7 5.7 5.7 5.7

100.0 100.2 100.1 100.6

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［１］ペニシリン系抗生物質製剤

267 注射用ビクシリン 明治製菓 アンピシリンナトリウム
1g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
ｐＨ変化
＊：配合剤由来のピークがファモチジンのピークと重なるため定量不可

9.3 8.9 8.7 8.7 8.4

* * * *

268 ペントシリン注射用1g
富山化学 = 大正
富山

ピペラシリンナトリウム
1g

/Sal.20mL

20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.4 5.8 5.8 5.7 5.5

100.0 100.2 100.0 100.0

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

23/56

外観／pH／残存率



（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明 ｐＨ：5.8～6.2＞

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［２］セフェム系抗生物質製剤

269 セファメジンα注射用 アステラス セファゾリンナトリウム水和物
2g

/Sal.25mL 20mg/2mL

無色澄明 白色の析出物
結晶析出
＜配合変化回避例は多剤配合も参照＞

5.2

269 セファメジンα注射用 アステラス セファゾリンナトリウム水和物
2g

/Sal.100mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.1 5.6 5.7 5.8 5.9

100.0 100.0 99.6 98.7

270 注射用マキシピーム1g
ブリストル = ブ
リストル・マイ
ヤーズ

セフェピム塩酸塩水和物
1g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

4.9 5.2 5.2 5.2 5.3

100.0 99.1 99.9 99.7

271 ケニセフ静注用1g 大鵬薬品 セフォジジムナトリウム
1g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

6.3 6.2 6.1 6.1 6.1

100.0 100.0 100.3 99.8

272 ファーストシン静注用1g 武田 セフォゾプラン塩酸塩
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明

残存率低下7.9 7.8 7.8 7.8 7.8

100.0 98.6 97.1 89.6

273 セフォタックス注射用1g 中外 セフォタキシムナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 含量測定不能（配合剤に分解物生成の可能性あり）
＊：経時的にファモチジンピークに重なるピークがわずかに増加したため
定量値を採用できなかった＜セフォタックス・ユナシン－Ｓ＞。

5.2 5.4 5.3 5.2 5.1

－＊ －＊ －＊ －＊

274 ハロスポア静注用0.5g
富山化学 = 大正
富山

セフォチアム塩酸塩
500mg

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 淡黄色澄明

外観変化6.5 6.4 6.5 6.5 6.5

100.0 99.9 100.0 99.2

275 パンスポリン静注用1g 武田 セフォチアム塩酸塩
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明※ 淡黄色澄明
外観変化
※色が3,6時間と経過するにつれて濃くなった

6.7 6.5 6.6 6.6 6.5

275 パンスポリン静注用1g 武田 セフォチアム塩酸塩
1g

/Sal.80mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明※ 微黄色澄明※ 淡黄色澄明
外観変化
※色が0,3,6時間と経過するにつれて濃くなった

6.6 6.5 6.5 6.5 6.5

275 パンスポリン静注用1g 武田 セフォチアム塩酸塩
1g

/Sal.500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 微黄色澄明 淡黄色澄明

外観変化6.4 6.3 6.3 6.3 6.1

100.0 101.3 102.5 102.6

275 パンスポリン静注用1g 武田 セフォチアム塩酸塩
1g

/Gul.500mL 20mg/2mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 微黄色澄明

外観変化6.5 6.4 6.4 6.4 6.3

100.0 100.5 101.3 103.3

276 セフォビッド注射用1g ファイザー セフォペラゾンナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 浮遊物 白濁 含量測定不能・混濁（残存率は測定不可であり３時間までは判定不可、６
時間後より混濁）
＊：配合剤由来のピークがファモチジンピークと重なるため定量不可

4.7 5.4 5.4 5.4 5.2

－＊ －＊

277 セフォペラジン注射用1g
富山化学 = 大正
富山

セフォペラゾンナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 白濁 白濁 白濁

混濁4.7 5.4 5.4 5.5 5.3

278 モダシン静注用 ＧＳＫ セフタジジム水和物
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

6.5 6.5 6.6 6.7 6.8

100.0 98.8 97.8 97.4

279 ロセフィン静注用1g 中外
セフトリアキソンナトリウム水
和物

1g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明※
外観変化
※：6時間後よりわずかに黄色が濃くなっていた。

5.8 6.3 6.3 6.4 6.4

100.0 100.2 98.6 98.9

280
ケイテン静注用1g
(販売中止)

アステラス セフピロム硫酸塩
1g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

販売中止7.0 6.9 6.9 6.9 7.0

100.0 99.9 99.5 98.1

281
ブロアクト静注用
(販売中止)

サノフィ・アベ
ンティス = 塩野
義

セフピロム硫酸塩
1g

/Sal.80mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明※ 無色澄明※ 無色澄明※ 販売中止
異臭発生
※３時間より異臭あり

6.9 7.0 7.2 7.2 7.3

100.0 99.7 99.4 98.5

281
ブロアクト静注用
(販売中止)

サノフィ・アベ
ンティス = 塩野
義

セフピロム硫酸塩
1g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明※ 無色澄明※ 無色澄明※ 販売中止
異臭発生
※３時間より異臭あり

6.8 6.8 6.9 7.0 7.1

100.0 99.9 99.6 99.7
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

282 注射用メイセリン 明治製菓 = 沢井 セフミノクスナトリウム水和物
1g

/D.W.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化5.5 5.9 5.7 5.5 5.1

100.0 99.9 99.8 99.7

283 セフメタゾン静注用1g★ 三共 セフメタゾールナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化／遮光保存5.1 5.8 5.4 5.3 4.9

284 セフメタゾン静注用1g 三共 セフメタゾールナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化4.9 5.7 5.5 5.3 5.0

100.0 100.0 100.1 99.9

284 セフメタゾン静注用1g 三共 セフメタゾールナトリウム
1g

/Sal.250mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化5.0 5.7 5.4 5.2 4.9

100.0 100.8 101.1 100.5

285 ベストコール静注用1g 武田 セフメノキシム塩酸塩
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

黄褐色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明※
外観変化
※色が6,24時間と経過するにつれて濃くなった。

7.8 7.4 7.5 7.5 7.4

100.0 99.1 98.1 94.8

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［３］オキサセフェム系抗生物質

286 フルマリン静注用1g 塩野義 フロモキセフナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.8 5.5 5.6 5.6 5.6

100.0 100.0 100.1 98.3

287 シオマリン静注用1g 塩野義 ラタモキセフナトリウム
1g

/Sal.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

残存率低下5.6 5.9 6.1 6.1 6.2

100.0 98.6 97.6 88.3

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［４］アミノ糖系抗生物質製剤

288 ゲンタシン注60
シェリング・プ
ラウ

ゲンタマイシン硫酸塩 60mg/1.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.3 5.5 5.5 5.4 5.4

100.0 100.1 99.9 99.5

289 パニマイシン注射液 明治製菓 ジベカシン硫酸塩 100mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.2 6.8 6.8 6.8 6.8

100.0 99.8 99.7 100.3

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［５］ホスホマイシン製剤

290
ホロサイルＳ静注用 (
販売中止)

高田 = 塩野義 ホスホマイシンナトリウム
1g

/D.W.20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止7.6 7.6 7.6 7.6 7.6

100.0 100.1 99.8 99.0

291
ホスミシンＳキット2g (
販売中止)

明治製菓 ホスホマイシンナトリウム
2g

/D.W.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

販売中止7.5 7.5 7.5 7.5 7.5

100.0 100.2 100.1 100.1

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

第6版

掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［９ｉ］その他

292 フィニバックス点滴静注用0.5g 塩野義 ドリペネム水和物
0.5g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化5.3 5.7 5.6 5.5 5.2

100.0 100.9 100.3 100.0

293 オメガシン点滴用0.3g
ワイス = 明治製
菓

ビアペネム
300mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化5.3 5.8 5.6 5.4 5.1

100.0 100.7 100.3 100.7

294 メロペン点滴用0.5g 大日本住友 メロペネム水和物
500mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.9 7.8 7.8 7.8 7.8

100.0 99.8 99.9 99.0

＜６１３ 主としてグラム陽性・陰性菌に作用するもの＞ ［９Ｊ］配合剤

295 チエナム点滴用 万有
イミペネム(0.5g)・シラスタチ
ン(0.5g)

0.5g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

ｐＨ変化7.3 7.1 7.1 7.0 6.6

100.0 99.4 99.2 98.6

296 ユナシン－Ｓ静注用0.75g ファイザー
スルバクタムナトリウム
(0.25g)・アンピシリンナトリ
ウム(0.5g)

0.75g

/Sal.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 含量測定不能（配合剤に分解物生成の可能性あり）
＊：経時的にファモチジンピークに重なるピークがわずかに増加したため
定量値を採用できなかった＜セフォタックス・ユナシン－Ｓ＞

9.2 8.6 8.5 8.4 8.2

－＊ －＊ －＊ －＊

297 スルペラゾン静注用1g ファイザー
スルバクタムナトリウム
(0.5g)・セフォペラゾンナトリ
ウム(0.5g)

1g
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 白色不溶物生成
含量測定不能・不溶物生成（残存率は測定不可であり６時間までは判定不
可、24時間後より混濁）
＊：配合剤由来のピークがファモチジンピークと重なるため定量不可

6.0 6.1 6.0 5.9

－＊ －＊ －＊

298 カルベニン点滴用0.5g 三共
パニペネム(0.5g)・ベタミプロ
ン(0.5g)

0.5g

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 淡黄色澄明

外観変化・ｐＨ変化6.6 6.4 6.3 6.2 5.7

100.0 100.4 99.5 99.3

＜６１５ 主としてグラム陽性・陰性菌，リケッチア，クラミジアに作用するもの＞ ［２］テトラサイクリン系抗生物質製剤

299 点滴静注用ミノマイシン ワイス = 武田 ミノサイクリン塩酸塩
100mg

/5%Gul.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

微黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明 淡黄色澄明

3.0 3.9 3.9 3.9 3.9

100.0 100.2 99.4 99.6

＜６１７ 主としてカビに作用するもの＞ ［９ｉ］その他

300 ファンガード点滴用75mg アステラス ミカファンギンナトリウム
75mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.2 100.2 99.6

300 ファンガード点滴用75mg アステラス ミカファンギンナトリウム
75mg

/5%Gul.10mL
20mg/2mL

+5%Gul.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.6 6.0 6.1 6.1 6.1

100.0 100.1 99.2 99.0

＜６２２ 抗結核剤＞ ［２］イソニアジド系製剤

301 イスコチン注 第一製薬 イソニアジド 100mg/2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

7.0 6.1 6.1 6.1 6.1

100.0 100.6 100.6 100.3

＜６２４ 合成抗菌剤＞ ［１］ピリドンカルボン酸系製剤

302 シプロキサン注300mg
バイエル = 明治
製菓

シプロフロキサシン 300mg/150mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

4.3 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.7 99.8 99.6

＜６２５ 抗ウィルス剤＞ ［０ｉ］その他

303 点滴静注用ゾビラックス ＧＳＫ アシクロビル
250mg

/Sal.100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

10.6 10.3 10.3 10.3 10.2

100.0 98.7 97.9 93.4
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掲載

番号
製品名 メーカー名 成分名

配合剤の
使用量

本剤の
使用量

備考
配合剤

配合後
配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

ガスター注射液20㎎ 配合変化表 ＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明

注）遮光下に配合変化試験を実施したものには製品名の後に★を付した

ｐＨ：5.8～6.2＞

＜６２９ その他の化学療法剤＞ ［０ｉ］その他

304 ジフルカン静注液0.2% ファイザー フルコナゾール 200mg/100mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.7 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.5 99.7 99.4

305 プロジフ静注液200 ファイザー ホスフルコナゾール 200mg/2.5mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

8.9 7.3 7.3 7.3 7.2

100.0 100.8 100.4 100.3

306 フロリードＦ注 持田 ミコナゾール 200mg/20mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

チンダル現象* チンダル現象 チンダル現象 チンダル現象 チンダル現象 外観判定不能（チンダル現象）
＊：配合前にも同様の現象が見られることは当該配合試験でなく、別途に
市販品の観察により確認。

4.4 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 99.6 99.5 98.6

＜６３９ その他の生物学的製剤＞ ［９ｉ］その他

307 フエロン 東レ = 第一製薬 インターフェロンβ
100万国際単位

/Sol.2mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.3 6.0 6.0 6.0 6.0

100.0 100.2 100.3 99.5

308 イムノマックス－γ注100 塩野義
インターフェロンγ-1a（遺伝
子組換え）

100万単位

/D.W.1mL
20mg/2mL
+Sal.18mL

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.7 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 99.7 99.9 98.9

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Glu.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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ガスター注射液 20mg ＜単剤配合＞

１．試験方法

［１］ 配合方法
本剤と配合剤の配合方法は、表に示す「本剤の使用量」「配合剤の使用量」に示す比率にて配合

［２］ 保存条件および試験項目
１）保存条件

本剤と配合剤を配合した後、原則として室温散光にて保存（遮光保存した場合は製品名に★を付し、備考欄に遮光保存と記載）
２）試験項目

外観： 配合直後、3時間、6時間、24時間後に 目視にて外観の変化を観察
ｐＨ： 配合直後、3時間、6時間、24時間後に 日局一般試験法 ｐＨ試験法 に準じてｐＨを測定
含量および残存率： 配合直後、3時間、6時間、24時間後に 配合溶液中のファモチジン（本剤の薬効成分）含量を液体クロマトグラフ法により測定。

更に測定含量に基づき、配合直後の含量を100%とした残存率を算定。
ただし、配合後に外観変化が認められた場合、以後の定量を実施せず。

２．備考欄の記載事項

［１］ 配合変化試験が標準と異なる場合の注記
標準：ガスター注射液(20mg/2mL)を日局生理食塩液18mLに希釈して他の薬剤と配合し、室温散光下24時間の外観・ｐＨ・含量（残存率）を測定。

（ただし、配合薬が輸液類の場合は、ガスター注射液を希釈することなく直接配合）
（標準でない場合の例：「配合直後の溶解のみ」「ｐＨ・残存率は測定せず」「６時間後までのデータ」「４８時間までのデータ」）

［２］ 変化が確認された場合の注記
変化ありとした場合：配合後24時間までの観察で「外観変化」・「ｐＨ変化(0.5以上)」・「残存率低下(90%未満)」のいずれかに該当する場合
（記入要領：原則として「外観変化」・「ｐＨ変化」・「残存率低下」。ただし、外観変化の極端な事例のみ「結晶析出」・「沈殿生成」と記載）

［３］ その他特記事項（参考情報）
溶解順の注意、配合剤添付文書の注意など
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《 参考 》

＊ 残存率の測定できなかった配合変化試験は下記の通り。

① 含量は測定できないが、「変化あり」と判断できる薬剤：セフォタックス注射用1g、ユナシン－Ｓ静注用0.75g

ＨＰＬＣの定量において、配合剤由来物質のピークがファモチジンと重なってしまい、定量は不可。
ただし、当該ピークが経時的に増加していくことから、配合剤の分解物質が増加しているものと考えられる。

② 含量を測定できず、「変化あり」「変化なし」の判断ができない薬剤：スルペラゾン静注用1g*、セフォビッド注射用1g*、注射用ビクシリン
（＊：セフォビッドは６時間後、スルペラゾンは24時間後に外観変化を起こし、その時点から外観による「変化あり」の判定は可能）

ＨＰＬＣの定量において、配合剤由来物質のピークがファモチジンと重なってしまい、定量は不可。
当該ピークには特段の変化が確認できず、配合剤由来物質が一定量と考えられるので判定不可。

③ 初回試験では含量を測定できなかったが、検討の過程で含量測定が可能となった薬剤：パンスポリン静注用1g

初回試験では定量不可であったが、その後の定量法検討により含量測定可能となった。

＊ 配合剤そのものの性質により外観変化判定不能の薬剤は下記の通り（配合剤そのものの外観が判定不能の原因）

① 濃色もしくは乳濁のため外観変化が判断できない薬剤：
イントラファット注20%、イントラリポス注10%、イントラリポス注20%、フェジン、フェリコン、ミキシッド－Ｌ、リメタゾン、ロピオン注

② チンダル現象が認められるため外観変化が判断できない薬剤：フロリードＦ注
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.0 100.8 98.3

微黄色澄明

5.1

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.1

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.0 100.0 99.4

微黄色澄明

5.1

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.1

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.3 100.3 99.1

微黄色澄明

5.1

黄色澄明※

5.1※

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 7.1 7.1 7.1 7.2

100.0 101.2 99.7 99.2

無色澄明

7.1

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

7.1 7.1 7.1 7.2

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

アミカリックとエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

アミカリック テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(1)

500mL
  配合方法：

アミカリック(500mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

備考
配合前

配合後

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

外観変化

アミカリック テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(1)

500mL
  配合方法：

アミカリック(500mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

外観変化

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

2

ア
ミ
ニ
ッ

ク

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

20mg/2mL
※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをｱﾐｶﾘｯｸに
混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

アミカリック テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(1)

500mL
  配合方法：

アミカリック(500mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ビタジェクト

2mL

アミカリックとミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

1

ア
ミ
カ
リ
ッ

ク

外観変化

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

アミニックとエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

アミニック
味の素 = 味の素
ファルマ

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(3)

200mL
  配合方法：

アミニック(200mL)にエレメンミック注１管(2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
6.0 5.6 5.5 5.5 5.5

100.0 100.0 99.7 100.5
無色澄明

5.5

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.6

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
6.0 5.6 5.6 5.5 5.5

100.0 99.2 99.9 98.9
無色澄明

5.5

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.6

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.6 5.5 5.5 5.5

100.0 99.8 99.8 99.3
無色澄明

5.6

黄色澄明 注１

4.9 注２

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.6 5.6 5.5 5.5

100.0 98.6 98.5 98.2
無色澄明

5.5

黄色澄明
6.0

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.6 5.5 5.5 5.5

100.0 99.4 99.3 99.5
無色澄明

5.5

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
6.0 5.6 5.6 5.6 5.5

100.0 99.3 100.5 99.7
無色澄明

5.6

無色澄明
9.2

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
6.0 5.7 5.7 5.7 5.6

100.0 99.9 99.5 98.4
無色澄明

5.6

無色澄明
9.2

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

アミノトリパ１号とエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

20mg/2mL 外観変化

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。エレメンミック注

3

ア
ミ
ノ
ト
リ
パ
１
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

外観変化

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

20mg/2mL

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

注１:　ビタジェクトＡ液の外観は微黄色澄明、ビタジェクトＢ液の外観は黄色澄明
注２:　ビタジェクトＡ液のｐＨは6.2、ビタジェクトＢ液のｐＨは3.5

ビタジェクト

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

アミノトリパ１号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(2)

1号(凍乾)・
2号(4mL)

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
オーツカＭＶ注の１号を２号(4mL)にて溶解したオーツカＭＶ注１管(4mL)を配合し、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。オーツカＭＶ注

大塚工場 = 大塚製
薬

テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

オ
ー

ツ
カ
Ｍ
Ｖ
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

配合剤の外観及びｐＨはﾈｵﾗﾐﾝ･ﾏﾙﾁV1管をｱﾐﾉﾄﾘﾊﾟ1号で溶
解したものについて測定した。

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
これにネオラミン・マルチＶ１管を溶解し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。。ネオラミン・マルチＶ 日本化薬 = 科研

マ
ル
チ
Ｖ

ネ
オ
ラ
ミ
ン
・

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(4)

1瓶

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
アデホス－Ｌコーワ注４号１管(40mg/2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アデホス－Ｌコーワ注
40mg

興和

ア
デ
ホ
ス
ı
Ｌ
コ
ー

ワ

注
4
0
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アデノシン三リン酸二
ナトリウム水和物

40mg/2mL

アミノトリパ１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-1)

上室(250mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ１号の上室(250mL)・下室(600mL)を混合した後、
アミノフィリン注射液１管(250mg/10mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アミノフィリン注射液
(販売中止)

アボット

ア
ミ
ノ
フ
ィ

リ
ン
注

射
液

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アミノフィリン水和物 250mg/10mL
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

6.0 5.6 5.5 5.5 5.5

100.0 100.2 99.6 99.9

無色澄明

5.6

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.6

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

6.0 5.6 5.6 5.5 5.5

100.0 100.1 99.7 100.3

無色澄明

5.6

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.6

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.6 5.5 5.5 5.5

100.0 99.8 99.3 98.6

無色澄明

5.6

黄色澄明 注１

4.9 注２

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.6 5.6 5.5 5.5

100.0 99.3 99.1 98.6

無色澄明

5.6

黄色澄明

6.0

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.6 5.5 5.5 5.5

100.0 100.0 101.6 100.0

無色澄明

5.6

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

外観変化

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

アミノトリパ２号とエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

アミノトリパ２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-2)

上室(300mL)・
下室(600mL)   配合方法：

アミノトリパ２号の上室(300mL)・下室(600mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

4

ア
ミ
ノ
ト
リ
パ
２
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

2mL

アミノトリパ２号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

アミノトリパ２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-2)

上室(300mL)・
下室(600mL)   配合方法：

アミノトリパ２号の上室(300mL)・下室(600mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

アミノトリパ２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-2)

上室(300mL)・
下室(600mL)

  配合方法：
アミノトリパ２号の上室(300mL)・下室(600mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

注１:　ビタジェクトＡ液の外観は微黄色澄明、ビタジェクトＢ液の外観は黄色澄明
注２:　ビタジェクトＡ液のｐＨは6.2、ビタジェクトＢ液のｐＨは3.5

ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

アミノトリパ２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-2)

上室(300mL)・
下室(600mL)   配合方法：

アミノトリパ２号の上室(300mL)・下室(600mL)を混合した後、
オーツカＭＶ注の１号を２号(4mL)にて溶解したオーツカＭＶ注１管(4mL)を配合し、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。。オーツカＭＶ注

大塚工場 = 大塚製
薬

オ
ー

ツ
カ
Ｍ
Ｖ
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(2)

1号(凍乾)・
2号(4mL)

配合剤の外観及びｐＨはﾈｵﾗﾐﾝ･ﾏﾙﾁV1管をｱﾐﾉﾄﾘﾊﾟ2号で溶
解したものについて測定した。

アミノトリパ２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-2)

上室(300mL)・
下室(600mL)   配合方法：

アミノトリパ２号の上室(300mL)・下室(600mL)を混合した後、
これにネオラミン・マルチＶ１管を溶解し、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。。ネオラミン・マルチＶ 日本化薬 = 科研

マ
ル
チ
Ｖ

ネ
オ
ラ
ミ
ン
・

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(4)

1瓶
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 微赤褐色澄明 微赤褐色澄明 微赤褐色澄明 微赤褐色澄明

6.0 6.7 6.6 6.6 6.6

100.0 99.8 99.8 98.9

暗褐色澄明

5.4

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明

6.0 6.6 6.6 6.6 6.6

100.0 100.0 99.9 98.9

無色澄明

6.7

赤褐色澄明

5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 6.7 6.6 6.6 6.5

100.0 100.1 100.2 98.5

黄色澄明 注１

4.9 注２

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 6.7 6.6 6.6 6.5

100.0 99.5 99.5 98.6

無色澄明

6.7

黄色澄明

6.0

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 6.6 6.6 6.6 6.5

100.0 99.5 99.5 98.5

無色澄明

6.7

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.7 6.6 6.6 6.5

100.0 99.1 99.4 99.6

無色澄明

6.6

無色澄明

6.6

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

20mg/2mL

アミノフリード
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL
  配合方法：

アミノフリード(500mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

5

ア
ミ
ノ
フ
リ
ー

ド

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

20mg/2mL

アミノフリード
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL
  配合方法：

アミノフリード(500mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

アミノフリード
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL   配合方法：
アミノフリード(500mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

注１:　ビタジェクトＡ液の外観は微黄色澄明、ビタジェクトＢ液の外観は黄色澄明
注２:　ビタジェクトＡ液のｐＨは6.3、ビタジェクトＢ液のｐＨは3.5ビタジェクト テルモ = 日本化薬

日本製薬 = 武田
塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アミノフリード
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL
  配合方法：

アミノフリード(500mL)にオーツカＭＶ注の１号を２号(4mL)にて溶解したオーツカＭＶ注１管(4mL)を配合し、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

オーツカＭＶ注
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

オ
ー

ツ
カ
Ｍ
Ｖ
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(2)

アミノフリード
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL
  配合方法：

アミノフリード(500mL)にネオラミン・マルチＶ１管を溶解し、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ネオラミン・マルチＶ 日本化薬 = 科研

マ
ル
チ
Ｖ

ネ
オ
ラ
ミ
ン
・

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(4)

1号(凍乾)・
2号(4mL)

アミノフリード
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL
  配合方法：

アミノフリード(500mL)にビタシミン注射液500mg１管(500mg/2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ビタシミン注射液500mg 武田

1瓶

5
0
0
m
g

ビ
タ
シ
ミ
ン
注
射
液

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アスコルビン酸 500mg/2mL
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9 5.9 5.9 5.9 5.9

100.0 99.6 100.9 99.0
無色澄明

5.9

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9 5.9 5.8 5.9 5.8

100.0 100.2 99.8 98.9
無色澄明

5.9

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.8 5.9 5.9 5.8

100.0 99.3 100.6 98.6
無色澄明

5.9

黄色澄明※
5.9※

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9 6.9 6.9 6.9 6.9

100.0 100.1 98.9 98.6
無色澄明

6.9

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明
6.9

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9 6.9 6.9 6.9 6.9

100.0 100.0 99.1 99.7
無色澄明

6.9

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明
6.9

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.9 6.9 6.9 6.9

100.0 99.6 99.6 99.4
無色澄明

6.9

黄色澄明※
6.9※

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

2mL

アミノレバンとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

アミノレバン
大塚工場 = 大塚製
薬

肝不全用アミノ酸製剤
(1)

500mL
  配合方法：

アミノレバン(500mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

6

ア
ミ
ノ
レ
バ
ン

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

外観変化

アミノレバン
大塚工場 = 大塚製
薬

肝不全用アミノ酸製剤
(1)

500mL
  配合方法：

アミノレバン(500mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

アミノレバンとミネラリン注の混合液（対照液）

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをｱﾐﾉﾚﾊﾞﾝに
混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

アミノレバン
大塚工場 = 大塚製
薬

肝不全用アミノ酸製剤
(1)

500mL
  配合方法：

アミノレバン(500mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

外観変化

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

アミパレンとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

アミパレン
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(4)

400mL
  配合方法：

アミパレン(400mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

7

ア
ミ
パ
レ
ン

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アミパレンとミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

アミパレン
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(4)

400mL
  配合方法：

アミパレン(400mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをｱﾐﾊﾟﾚﾝに
混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

アミパレン
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(4)

400mL
  配合方法：

アミパレン(400mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 5.3 5.4 5.4 5.3

100.0 100.3 99.9 99.9

無色澄明

5.3   配合方法：  

ウテメリン注50mg(50mg/5mL)を大塚糖液(500mL)にて希釈した後、ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を

無色澄明 ヴィーンＤ注(500mL)にて希釈した溶液と配合した。

5.3

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 6.8 6.9 6.9 6.9

100.0 99.0 99.8 99.0

無色澄明

6.9

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

6.9 6.9 6.9 6.9

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.5 5.6 5.6 5.6

100.0 95.5 91.9 81.5

無色澄明

5.4

赤褐色澄明

5.5

黄色澄明*

4.9*

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明
5.9 5.1 5.2 5.2 5.1

100.0 99.9 99.9 99.0
無色澄明

5.1

暗赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.1 5.1 5.2 5.2

100.0 101.0 99.2 94.8
無色澄明

5.1

黄色澄明*
4.9*

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
8.1* 8.1 7.9 7.9 7.9

100.0 99.3 99.2 97.8
無色澄明

5.1

無色澄明
9.1

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

8

ヴ
ィ
ー

ン
Ｄ
注

ウ
テ
メ
リ
ン
注
5
0
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

ウテメリン注50mg キッセイ リトドリン塩酸塩
50mg/5mL
+5%Gul.500mL

9

キ
ド
ミ
ン

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス

20mg/2mL

ヴィーンＤ注 日研
酢酸リンゲル液（ブド
ウ糖加）

500mL

10

Ｋ
Ｎ
補
液
３
Ｂ

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

キドミンとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

  配合方法：
キドミン(200mL)にエレメンミック注１管(2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ファモチジン
20mg/2mL
（1管）

外観変化

キドミン
大塚工場 = 大塚製
薬

腎不全用アミノ酸製剤
(2-1)

200mL

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

20mg/2mL 残存率低下

ＫＮ補液３Ｂ
大塚工場 = 大塚製
薬

維持液(6)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：
　　ＫＮ補液３Ｂ(500mL)にエレメンミック注(2mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
　　をこの順に加え、順次混和した後、
　　ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

 ＊：ビタジェクトはＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した

20mg/2mL

ソリタ－Ｔ３号
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(3)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：

ソリタ－Ｔ３号(500mL)にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合し、エレメンミック注(2mL)を配合した。

11

ソ
リ
タ
ı
Ｔ
３
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ソリタ－Ｔ３号
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(3)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL   配合方法：
ソリタ－Ｔ３号(500mL)にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した後、
ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した。

　＊：ビタジェクトの配合前はＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

2mL

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

*配合前はソリタ-T3号とネオフィリン注との配合溶液の
結果を記載した．

ソリタ－Ｔ３号
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(3)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：

ソリタ－Ｔ３号(500mL)にネオフィリン注１管(250mg/10mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ネオフィリン注 エーザイ

ネ
オ
フ
ィ

リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アミノフィリン水和物 250mg/10mL
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明
6.0 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.2 100.9 100.1
無色澄明

5.1

無色澄明
4.1

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.6 5.7 5.8 5.8

100.0 97.9 98.2 92.2
無色澄明

5.8

黄色澄明
4.9

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 6.0 6.1 6.0 5.9

100.0 89.4 86.0 78.0
無色澄明

6.1

赤褐色澄明
5.5

黄色澄明*
4.9*

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 6.6 6.6 6.6 6.6

100.0 99.2 98.5 98.7
無色澄明

6.7

赤褐色澄明
5.5

黄色澄明*
4.9*

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 98.8 97.4 96.1
無色澄明

4.5

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
4.5 4.5 4.5 4.5

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 98.1 97.8 94.2
無色澄明

4.6

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明
4.6 4.6 4.6 4.6

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

13

ソ
ル
デ
ム
３
Ａ

シ
ー

パ
ラ
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

20mg/2mL

ソリタ－Ｔ３号Ｇ
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(4)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：

サンドスタチン注射液50μg ６管(300μg/6mL)をソリタ－Ｔ３号Ｇ(500mL)に混合した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

12

ソ
リ
タ
ı
Ｔ
３
号
Ｇ

サ
ン
ド
ス
タ
チ
ン
注
射

液
5
0
μ
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

サンドスタチン注射液50
μg

ノバルティス オクトレオチド酢酸塩

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ソルデム３Ａ テルモ
維持液(3)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：

ソルデム３Ａ(500mL)にシーパラ注(2mL)を加えて混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

シーパラ注 高田

300μg/6mL
（６管）

2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

残存率低下

ソルデム３Ａ テルモ
維持液(3)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：

ソルデム３Ａ(500mL)にエレメンミック注(2mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

 ＊：ビタジェクトの配合前はＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

チアミン・ニコチン酸
アミド配合剤

2mL

2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

20mg/2mL

ツインパル
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(2-3)

500mL
  配合方法：

ツインパル(500mL)にエレメンミック注(2mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

 ＊：ビタジェクトの配合前はＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。

14

ツ
イ
ン
パ
ル

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

トリパレン１号とエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

20mg/2mL
（1管）

外観変化

トリパレン１号
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用基本
液(4-1)

600mL
  配合方法：

トリパレン1号(600mL)にエレメンミック注１管(2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

15

ト
リ
パ
レ
ン
1
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

2mL

トリパレン１号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

トリパレン１号
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用基本
液(4-1)

600mL
  配合方法：

トリパレン１号(600mL)にミネラリン注１管(2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田
塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン
20mg/2mL
（1管）

外観変化
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 97.7 97.8 96.2

無色澄明

4.5

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

4.4 4.4 4.4 4.4

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 96.9 97.1 94.6

無色澄明

4.5

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

4.4 4.5 4.4 4.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.7 6.6 6.7 6.6

100.0 98.6 99.5 96.9
黄色澄明

6.7

赤褐色澄明
5.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.7 6.7 6.6 6.6

100.0 101.3 100.2 98.6
黄色澄明

6.7

赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.7 6.6 6.6 6.6

100.0 100.1 99.1 98.0
黄色澄明

6.7

黄色澄明※
6.7※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 6.7 6.7 6.7 6.7

100.0 99.8 99.6 99.7
黄色澄明

6.7

黄色澄明
4.9

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

2mL

トリパレン２号とエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

20mg/2mL
（1管）

外観変化

トリパレン２号
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用基本
液(4-2)

600mL
  配合方法：

トリパレン2号(600mL)にエレメンミック注１管(2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

16

ト
リ
パ
レ
ン
２
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

2mL

トリパレン２号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

トリパレン２号
大塚工場 = 大塚製
薬

高カロリー輸液用基本
液(4-2)

600mL
  配合方法：

トリパレン２号(600mL)にミネラリン注１管(2mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田
塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン
20mg/2mL
（1管）

外観変化

2mL

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

20mg/2mL

ネオパレン１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-1)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン１号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ネオパレン１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-1)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン１号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ネオパレン１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-1)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン１号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
シーパラ注(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。シーパラ注 高田

チアミン・ニコチン酸
アミド配合剤

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾈｵﾊﾟﾚﾝ1号
に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ネオパレン１号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-1)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン１号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

2mL

17

ネ
オ
パ
レ
ン
１
号

シ
ー

パ
ラ
注
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.6 6.5 6.5 6.5

100.0 99.3 98.7 97.0
黄色澄明

6.5

赤褐色澄明
5.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.6 6.5 6.5 6.5

100.0 99.9 99.2 96.3
黄色澄明

6.5

赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 6.5 6.5 6.5 6.5

100.0 100.4 99.7 97.5
黄色澄明

6.5

黄色澄明※
6.6※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 6.6 6.5 6.5 6.5

100.0 97.5 96.6 97.7
黄色澄明

6.6

黄色澄明
4.9

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.5 99.4 98.9
無色澄明

4.5

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
4.6

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
5.9 4.6 4.5 4.5 4.5

100.0 99.8 100.4 99.1
無色澄明

4.5

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
4.5

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.5 4.5

100.0 99.6 99.8 100.1
無色澄明

4.5   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。
4.5※

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

ネオパレン２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-2)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン２号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。エレメンミック注

味の素 = 味の素
ファルマ

18

ネ
オ
パ
レ
ン
２
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ネオパレン２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-2)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン２号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾈｵﾊﾟﾚﾝ2号
に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ネオパレン２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-2)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン１号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

2mL

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ネオパレン２号
大塚工場 = 大塚製
薬

アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(2-2)

上室(300mL)・
小室(4mL)・
下室(696mL)

  配合方法：
ネオパレン２号の上室(300mL)・小室(4mL)・下室(696mL)を混合した後、
シーパラ注(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。シーパラ注 高田

シ
ー

パ
ラ
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

チアミン・ニコチン酸
アミド配合剤

2mL

2mL

ハイカリックＮＣ－Ｈとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

20mg/2mL 外観変化

ハイカリックＮＣ－Ｈ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-4)

700mL
  配合方法：

ハイカリックＮＣ－Ｈ(700mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

19

ハ
イ
カ
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ッ

ク
Ｎ
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ı
Ｈ

エ
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メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

2mL

ハイカリックＮＣ－Ｈとミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

ハイカリックＮＣ－Ｈ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-4)

700mL
  配合方法：

ハイカリックＮＣ－Ｈ(700mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田
塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL 外観変化

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸNC-
Hに混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ハイカリックＮＣ－Ｈ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-4)

700mL
ハイカリックＮＣ－Ｈ(700mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 100.1 100.8 99.1
無色澄明

4.6

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
4.6

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 99.0 99.7 99.2
無色澄明

4.6

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
4.6

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 100.7 99.8 99.5
無色澄明

4.6   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。
4.6※

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 99.7 99.8 100.0
無色澄明

4.6

赤褐色澄明
5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
4.6

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 98.8 100.0 99.6
無色澄明

4.6

赤褐色澄明
5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明
4.6

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 98.7 98.8 98.1
無色澄明

4.6   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。
4.6※

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

ハイカリックＮＣ－Ｌとミネラリン注の混合液（対照液）

2mL

ハイカリックＮＣ－Ｌとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ハイカリックＮＣ－Ｌ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-5)

700mL
  配合方法：

ハイカリックＮＣ－Ｌ(700mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

20

ハ
イ
カ
リ
ッ

ク
Ｎ
Ｃ
ı
Ｌ

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸNC-
Lに混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ハイカリックＮＣ－Ｌ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-5)

700mL
ハイカリックＮＣ－Ｌ(700mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ビタジェクト

外観変化

外観変化

ハイカリックＮＣ－Ｌ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-5)

700mL
  配合方法：

ハイカリックＮＣ－Ｌ(700mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注

20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

外観変化

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ハイカリックＮＣ－Ｎとエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

ハイカリックＮＣ－Ｎ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-6)

700mL
  配合方法：

ハイカリックＮＣ－Ｎ(700mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

2mL

ハイカリックＮＣ－Ｎとミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ハイカリックＮＣ－Ｎ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-6)

700mL
  配合方法：

ハイカリックＮＣ－Ｎ(700mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸNC-
Nに混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ハイカリックＮＣ－Ｎ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-6)

700mL
ハイカリックＮＣ－Ｎ(700mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.4 99.4 97.9

無色澄明

4.5

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.5

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.4 99.8 98.3

無色澄明

4.5

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.5

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 98.4 99.0 97.6

無色澄明

4.5

黄色澄明※

4.5※

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

2mL

ハイカリックＲＦとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ハイカリックＲＦ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-7)

500mL
  配合方法：

ハイカリックＲＦ(500mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

22
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注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

外観変化

ハイカリックＲＦ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-7)

500mL
  配合方法：

ハイカリックＲＦ(500mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ハイカリックＲＦとミネラリン注の混合液（対照液）

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸRF
に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ハイカリックＲＦ テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-7)

500mL
  配合方法：

ハイカリックＲＦ(500mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

外観変化

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 100.4 99.5 98.9

無色澄明

4.5

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.4

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.4 99.5 99.0

無色澄明

4.5

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 4.5 4.5 4.5 4.5

100.0 99.1 99.3 98.3

無色澄明

4.5   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

4.5※

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.1 101.0 99.9

無色澄明

4.5

無色澄明

6.5

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.0 5.0 5.0 4.9

100.0 100.4 99.8 99.4

無色澄明

4.4

無色澄明

6.5

黄色澄明*

4.9*

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ハイカリック液－１号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-1)

700mL   配合方法：
ハイカリック液－１号(700mL)にアミゼットＢ(200mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

　保管条件：室温、遮光

　＊：ビタジェクトの配合前はＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。

アミゼットＢ テルモ = 田辺

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ア
ミ
ゼ
ッ

ト
Ｂ

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(2)

200mL

20mg/2mL

ハイカリック液－１号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-1)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－１号(700mL)にアミゼットＢ(200mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アミゼットＢ

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

200mL

  配合方法：
ハイカリック液－１号(700mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ア
ミ
ゼ
ッ

ト
Ｂ

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸ液-
1号に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定
した．

ハイカリック液－１号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-1)

700mL

ハイカリック液－１号(700mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

テルモ = 田辺
高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(2)

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ハイカリック液－１号とエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ハイカリック液－１号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-1)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－１号(700mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

23

ハ
イ
カ
リ
ッ

ク
液
ı
１
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ハイカリック液－１号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ハイカリック液－１号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-1)

700mL
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第６版

ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.4 4.4 4.5 4.4

100.0 99.4 99.5 99.1

無色澄明

4.4

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.5

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.4 4.4 4.4 4.4

100.0 100.0 99.1 98.5

無色澄明

4.4

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.5

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 4.4 4.4 4.4 4.4

100.0 99.8 99.7 99.8

無色澄明

4.4   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

4.4※

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 98.9 100.1 99.1

無色澄明

4.4

無色澄明

6.5

黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.6 100.0 99.3

無色澄明

4.4

無色澄明

6.5

黄色澄明*

4.9*

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

2mL

ハイカリック液－２号とエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

20mg/2mL 外観変化

ハイカリック液－２号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-2)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－２号(700mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

24

ハ
イ
カ
リ
ッ

ク
液
ı
２
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

2mL

ハイカリック液－２号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

ハイカリック液－２号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-2)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－２号(700mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田
塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL 外観変化

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸ液-
2号に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定
した．

ハイカリック液－２号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-2)

700mL

ハイカリック液－２号(700mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ハイカリック液－２号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-2)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－２号(700mL)にアミゼットＢ(200mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アミゼットＢ テルモ = 田辺

ア
ミ
ゼ
ッ

ト
Ｂ

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(2)

200mL

ハイカリック液－２号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-2)

700mL   配合方法：
ハイカリック液－２号(700mL)にアミゼットＢ(200mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

　保管条件：室温、遮光

　＊：ビタジェクトの配合前はＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。

アミゼットＢ テルモ = 田辺

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ア
ミ
ゼ
ッ

ト
Ｂ

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(2)

200mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.0 4.0 4.0 4.0

100.0 98.8 98.5 98.4

無色澄明

4.0

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.0

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

5.9 4.0 4.0 4.0 4.0

100.0 98.2 98.7 97.3

無色澄明

4.0

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 淡黄色澄明

4.0

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 4.1 4.0 4.0 4.0

100.0 100.0 99.2 99.1

無色澄明

4.0   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

4.0※

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 98.7 99.4 99.4

無色澄明

4.0

無色澄明

6.5

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 100.8 99.8 99.4

無色澄明

4.0

無色澄明

6.5

黄色澄明*

4.9*

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

25

ハ
イ
カ
リ
ッ

ク
液
ı
３
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

外観変化

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ハイカリック液－３号とエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

ハイカリック液－３号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-3)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－３号(700mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

2mL

ハイカリック液－３号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ハイカリック液－３号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-3)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－３号(700mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾊｲｶﾘｯｸ液-
3号に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定
した．

ハイカリック液－３号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-3)

700mL

ハイカリック液－３号(700mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ハイカリック液－３号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-3)

700mL
  配合方法：

ハイカリック液－３号(700mL)にアミゼットＢ(200mL)を加えて混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アミゼットＢ テルモ = 田辺

ア
ミ
ゼ
ッ

ト
Ｂ

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(2)

200mL

ハイカリック液－３号 テルモ
高カロリー輸液用基本
液(5-3)

700mL   配合方法：
ハイカリック液－３号(700mL)にアミゼットＢ(200mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

　保管条件：室温、遮光

　＊：ビタジェクトの配合前はＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。

アミゼットＢ テルモ = 田辺

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ア
ミ
ゼ
ッ

ト
Ｂ

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
アミノ酸製剤(2)

200mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.7 99.4 98.8

無色澄明

5.0

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.0

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.7 100.6 99.1

無色澄明

5.0

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 99.9 99.6 98.3

無色澄明

5.0

黄色澄明※

5.0※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.1 100.3 100.1

無色澄明

5.0

赤褐色澄明

5.4

黄褐色澄明*

4.8*

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

外観変化

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ピーエヌツイン－１号とエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

ピーエヌツイン－１号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-1)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(200mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－１号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(200mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

2mL

ピーエヌツイン－１号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ピーエヌツイン－１号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-1)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(200mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－１号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(200mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾋﾟｰｴﾇﾂｲﾝ-
1号に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定
した．

ピーエヌツイン－１号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-1)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(200mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－１号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(200mL)を混合した後、
　　これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
    ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

ピーエヌツイン－１号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-1)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(200mL)

  配合方法：
    ピーエヌツイン－１号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(200mL)を混合し、
　　当該混合輸液5mLでマルタミン注射用(1瓶)を溶解して混和した後、

エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

　保存条件：室温、遮光

　＊：マルタミン注射用(1瓶)の注射用水5mL溶液の値を記載した

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

マ
ル
タ
ミ
ン
注
射
用

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

マルタミン注射用
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三共
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(6)

1瓶
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.4 99.1 98.7

無色澄明

5.1

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.1

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.9 100.4 100.1

無色澄明

5.1

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 101.3 100.1 99.8

無色澄明

5.1

黄色澄明※

5.1※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 100.9 99.8 100.2

無色澄明

5.1

赤褐色澄明

5.4

黄色澄明*

4.9*

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 98.8 99.8 99.3

無色澄明

5.1

赤褐色澄明

5.4

黄褐色澄明*

4.8*

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。
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ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

外観変化

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ピーエヌツイン－２号とエレメンミック注の混合液（対照液）

20mg/2mL 外観変化

ピーエヌツイン－２号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-2)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(300mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－２号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(300mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

2mL

ピーエヌツイン－２号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ピーエヌツイン－２号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-2)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(300mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－２号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(300mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾋﾟｰｴﾇﾂｲﾝ-
2号に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定
した．

ピーエヌツイン－２号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-2)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(300mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－２号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(300mL)を混合した後、
　　これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
    ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

マ
ル
タ
ミ
ン
注
射
用

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ピーエヌツイン－２号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-2)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(300mL)

  配合方法：
　　ピーエヌツイン－２号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(300mL)を混合した後、

エレメンミック注(2mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

 保存条件：室温・遮光

 ＊：ビタジェクトＡ液とビタジェクトＢ液を配合した溶液の値を記載した

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ビタジェクト

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

マルタミン注射用 三共
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(6)

1瓶

ピーエヌツイン－２号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-2)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(300mL)

  配合方法：
    ピーエヌツイン－２号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(300mL)を混合し、
　　当該混合輸液5mLでマルタミン注射用(1瓶)を溶解して混和した後、

エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

　保存条件：室温、遮光

　＊：マルタミン注射用(1瓶)の注射用水5mL溶液の値を記載した

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.2 5.2 5.2 5.1

100.0 100.9 100.9 99.0

無色澄明

5.2

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.2

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 5.2 5.2 5.1 5.1

100.0 99.6 100.3 99.8

無色澄明

5.2

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.2 5.2 5.2 5.1

100.0 99.2 99.0 97.4

無色澄明

5.2

黄色澄明※

5.2※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 5.2 5.1 5.1 5.1

100.0 98.8 99.2 99.2

無色澄明

5.2

赤褐色澄明

5.4

黄褐色澄明*

4.8*

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

6.0 5.0 5.0 5.0 5.0

100.0 100.1 99.3 97.4

無色澄明

5.0

赤褐色澄明

5.5

黄色澄明*

4.9*

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

  配合方法：
    ピーエヌツイン－３号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(400mL)を混合した後、
　　これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
    ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

2mL

ピーエヌツイン－３号とエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

20mg/2mL 外観変化

ピーエヌツイン－３号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-3)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(400mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－３号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(400mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。
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ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

2mL

ピーエヌツイン－３号とミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

ピーエヌツイン－３号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-3)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(400mL)   配合方法：

    ピーエヌツイン－３号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(400mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL 外観変化

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾋﾟｰｴﾇﾂｲﾝ-
3号に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定
した．

ピーエヌツイン－３号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-3)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(400mL)

ビタジェクト テルモ = 日本化薬

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

三共
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(6)

1瓶
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ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

ピーエヌツイン－３号
味の素 = 味の素
ファルマ

アミノ酸・糖・電解質
(3-3)

Ⅰ層(800mL)・
Ⅱ層(400mL)

  配合方法：
    ピーエヌツイン－３号のⅠ層(800mL)・Ⅱ層(400mL)を混合し、
　　当該混合輸液5mLでマルタミン注射用(1瓶)を溶解して混和した後、

エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

　保存条件：室温、遮光

　＊：マルタミン注射用(1瓶)の注射用水5mL溶液の値を記載した

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

マ
ル
タ
ミ
ン
注
射
用

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

マルタミン注射用

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

20mg/2mL

フィジオ35
大塚工場 = 大塚製
薬

維持液（ブドウ糖加）
／血液代用剤

500mL
  配合方法：

フィジオ35(500mL)にエレメンミック注(2mL)、ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)
をこの順に加え、順次混和した後、
ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

 ＊：ビタジェクトはＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した。

46/56



第６版

ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明
5.9 4.6 4.6 4.6 4.6

100.0 99.9 100.3 99.0
無色澄明

4.6
  配合方法：  

暗赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 4.6 4.6 4.7 4.7

100.0 99.8 98.8 96.7
無色澄明

4.6

黄色澄明※
4.9※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.1 5.0 5.0 5.0

100.0 100.3 100.6 99.8
黄色澄明

5.0

赤褐色澄明
5.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.1 5.0 5.0 5.0

100.0 101.2 100.4 99.7
黄色澄明

5.0

赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.1 5.0 5.0 5.0

100.0 100.4 100.2 100.0
黄色澄明

5.0

黄色澄明※
5.0※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.1 5.1 5.1 5.1

100.0 99.1 99.7 100.2
黄色澄明

5.1

無色澄明
9.2

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.2 5.2 5.2 5.1

100.0 98.5 99.0 98.3
黄色澄明

5.1

無色澄明
9.2

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.2 5.2 5.1 5.1

100.0 101.7 100.2 100.1
黄色澄明

5.1

無色澄明
9.1

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

20mg/2mL

フィジオゾール・３号
大塚工場 = 大塚製
薬

維持液(9)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
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フ
ィ

ジ
オ
ゾ
ー

ル
・
３
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

フィジオゾール・３号
大塚工場 = 大塚製
薬

維持液(9)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

500mL
  配合方法：

フィジオゾール・３号(500mL)にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した後、
ビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した。

　※：ビタジェクトはＡ液，Ｂ液を配合した溶液の結果を記載した
ビタジェクト テルモ = 日本化薬

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

2mL
フィジオゾール・３号(500mL)にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合し、エレメンミック注(2mL)を配合した。

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-1)

大室(700mL)・
中室(200mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック１号の大室(700mL)・中室(200mL)・小室(3mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。エレメンミック注

味の素 = 味の素
ファルマ

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

31

フ
ル
カ
リ
ッ

ク
１
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-1)

大室(700mL)・
中室(200mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック１号の大室(700mL)・中室(200mL)・小室(3mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾌﾙｶﾘｯｸ1号
に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-1)

大室(700mL)・
中室(200mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック１号の大室(700mL)・中室(200mL)・小室(3mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

2mL

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-1)

大室(700mL)・
中室(200mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック１号の大室(700mL)・中室(200mL)・小室(3mL)を混合した後、
アデホス－Ｌコーワ注４号１管(40mg/2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アデホス－Ｌコーワ注
40mg

興和

ア
デ
ホ
ス
ı
Ｌ
コ
ー

ワ
注
4
0
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アデノシン三リン酸二
ナトリウム水和物

40mg/2mL

フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-1)

大室(700mL)・
中室(200mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック１号の大室(700mL)・中室(200mL)・小室(3mL)を混合した後、
アミノフィリン注射液１管(250mg/10mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

アミノフィリン注射液
(販売中止)

アボット

注
射
液

ア
ミ
ノ
フ
ィ

リ
ン

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アミノフィリン水和物 250mg/10mL

フルカリック１号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-1)

大室(700mL)・
中室(200mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック１号の大室(700mL)・中室(200mL)・小室(3mL)を混合した後、
ネオフィリン注１管(250mg/10mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ネオフィリン注 エーザイ

ネ
オ
フ
ィ

リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

アミノフィリン水和物 250mg/10mL
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.3 5.3 5.3 5.2

100.0 100.2 100.4 100.1
黄色澄明

5.3

赤褐色澄明
5.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.3 5.3 5.3 5.3

黄色澄明
5.3

赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.3 5.3 5.3 5.2

100.0 100.2 100.3 100.1
黄色澄明

5.3

黄色澄明※
5.3※

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
6.0 5.4 5.4 5.4 5.3

100.0 101.5 100.2 99.9
黄色澄明

5.3

無色澄明
9.1

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.5 5.4 5.4 5.4

100.0 99.6 99.0 98.6
黄色澄明

5.4

赤褐色澄明
5.4

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.5 5.4 5.4 5.4

100.0 99.8 99.6 98.9
黄色澄明

5.4

赤褐色澄明
5.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明
5.9 5.5 5.4 5.4 5.4

100.0 100.7 99.4 99.1
黄色澄明

5.4

黄色澄明※
5.5※

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

2mL

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

20mg/2mL

フルカリック２号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-2)

大室(700mL)・
中室(300mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック２号の大室(700mL)・中室(300mL)・小室(3mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

フルカリック２号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-2)

大室(700mL)・
中室(300mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック２号の大室(700mL)・中室(300mL)・小室(3mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

フルカリック２号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-2)

大室(700mL)・
中室(300mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック２号の大室(700mL)・中室(300mL)・小室(3mL)を混合した後、
ネオフィリン注１管(250mg/10mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ネオフィリン注 エーザイ アミノフィリン水和物

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾌﾙｶﾘｯｸ2号
に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

フルカリック２号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-2)

大室(700mL)・
中室(300mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック２号の大室(700mL)・中室(300mL)・小室(3mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

フルカリック３号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-3)

大室(700mL)・
中室(400mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック３号の大室(700mL)・中室(400mL)・小室(3mL)を混合した後、
エレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。エレメンミック注

味の素 = 味の素
ファルマ

250mg/10mL

33

フ
ル
カ
リ
ッ

ク
３
号

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

32

フ
ル
カ
リ
ッ

ク
２
号

ネ
オ
フ
ィ

リ
ン
注

フルカリック３号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-3)

大室(700mL)・
中室(400mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック３号の大室(700mL)・中室(400mL)・小室(3mL)を混合した後、
ミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ミネラリン注 日本製薬 = 武田

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾌﾙｶﾘｯｸ3号
に混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

フルカリック３号 テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解
質・ビタミン(1-3)

大室(700mL)・
中室(400mL)・
小室(3mL)

  配合方法：
フルカリック３号の大室(700mL)・中室(400mL)・小室(3mL)を混合した後、
これにビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。ビタジェクト テルモ = 日本化薬

2mL

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 無色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明 微黄色澄明

5.9 5.8 5.7 5.7 5.6

100.0 99.7 99.8 99.1

無色澄明

4.9   配合方法：  

無色澄明*

5.8* 　＊：パンスポリン静注用1g(1g)をポタコールＲ(250mL)に溶解した後の値を記載

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

5.9 4.9 4.9 4.9 4.9

100.0 100.3 100.2 100.7

無色澄明

4.9   配合方法：  

無色澄明*

4.8* 　＊：セファメジンα注射用(1g)をポタコールＲ(250mL)に溶解した後の値を記載

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 101.3 99.7 99.9

微黄色澄明

4.3

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

4.3

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 99.3 99.3 98.8

微黄色澄明

4.3

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

4.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 99.5 100.0 99.7

微黄色澄明

4.3   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

4.3※

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

外観変化

ポタコールＲ
大塚工場 = 大塚製
薬

乳酸リンゲル液（マル
トース加）

250mL

   パンスポリン静注用1g(1g)をポタコールＲ(250mL)に溶解した後、ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

34

ポ
タ
コ
ー

ル
Ｒ

パ
ン
ス
ポ
リ
ン
静
注
用

1
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

パンスポリン静注用1g

ポタコールＲ
大塚工場 = 大塚製
薬

乳酸リンゲル液（マル
トース加）

250mL

セファメジンα注射用(1g)をポタコールＲ(250mL)に溶解した後、ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

武田 セフォチアム塩酸塩 1g

セ
フ
ァ

メ
ジ
ン
α
注
射
用

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

  配合方法：
ユニカリックＬ(1,000mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ファモチジン 20mg/2mL 外観変化

ユニカリックＬ テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(4-1)

1,000mL

セファメジンα注射用 アステラス
セファゾリンナトリウ
ム水和物

1g

ガスター注射液20mg アステラス

外観変化

ユニカリックＬ テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(4-1)

1,000mL
  配合方法：

ユニカリックＬ(1,000mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ユニカリックＬとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾕﾆｶﾘｯｸLに
混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ユニカリックＬ テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(4-1)

1,000mL

ユニカリックＬ(1,000mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ユニカリックＬとミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

35

ユ
ニ
カ
リ
ッ

ク
Ｌ
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 100.2 100.6 100.5

微黄色澄明

4.3

赤褐色澄明

5.4

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

4.3

無色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 淡黄褐色澄明 微黄色澄明

5.9 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 99.5 100.0 99.5

微黄色澄明

4.3

赤褐色澄明

5.3

淡黄褐色澄明 微黄色澄明

4.3

無色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明 黄色澄明

5.9 4.3 4.3 4.3 4.3

100.0 99.8 100.0 99.7

微黄色澄明

4.3   配合方法：  

黄色澄明※ ガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

4.3※

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 5.5 5.5 5.5 5.5

100.0 99.4 99.5 99.7

無色澄明

5.1

無色澄明

5.1

無色澄明

7.4

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

  配合方法：
ユニカリックＮ(1,000mL)にミネラリン注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ユニカリックＮとエレメンミック注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ユニカリックＮ テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(4-2)

1,000mL
  配合方法：

ユニカリックＮ(1,000mL)にエレメンミック注１管(2mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

エレメンミック注
味の素 = 味の素
ファルマ

36

ユ
ニ
カ
リ
ッ

ク
Ｎ

エ
レ
メ
ン
ミ
ッ

ク
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

ユニカリックＮとミネラリン注の混合液（対照液） 外観変化

外観変化

ユニカリックＮ テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(4-2)

1,000mL

ミネラリン注 日本製薬 = 武田

ミ
ネ
ラ
リ
ン
注

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

塩化マンガン・硫酸亜
鉛水和物配合剤(1)

2mL

ビタジェクト テルモ = 日本化薬
高カロリー輸液用総合
ビタミン剤(7)

Ａ液(5mL)・
Ｂ液(5mL)

37

ソ
リ
タ
ı
Ｔ
３
号
Ｇ

ソ
リ
タ
ı
Ｔ
１
号

1
0
m
E
q

ア
ス
パ
ラ
カ
リ
ウ
ム
注

ガスター注射液20mg アステラス

※：配合剤の外観及びｐＨはﾋﾞﾀｼﾞｪｸﾄA液5mLをﾕﾆｶﾘｯｸNに
混合し，その後B液5mLを混合したものについて測定し
た．

ユニカリックＮ テルモ = 田辺
アミノ酸・糖・電解質
(4-2)

1,000mL

ユニカリックＮ(1,000mL)にビタジェクトＡ液(5mL)、ビタジェクトＢ液(5mL)をこの順に加え、順次混和した後、

ビ
タ
ジ
ェ

ク
ト

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

 配合方法：
ソリタ－Ｔ１号(200mL)とソリタ－Ｔ３号Ｇ(200mL)を混合した後、アスパラＫ注射液(1.712g/10mL)を配合し、
更にガスター注射液20mg１管(20mg/2mL)を配合した。

ソリタ－Ｔ３号Ｇ
味の素 = 味の素
ファルマ

維持液(4)／乳酸ナト
リウム・無機塩類・糖
類剤

200mL

アスパラカリウム注
10mEq

田辺
Ｌ-アスパラギン酸カ
リウム

1.712g/10mL

ファモチジン 20mg/2mL

ソリタ－Ｔ１号
味の素 = 味の素
ファルマ

開始液(1)／塩化ナト
リウム・ブドウ糖剤

200mL
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ガスター注射液20㎎ 配合変化表（多剤配合）　＜本剤の性状：無色～淡黄色澄明　ｐＨ：5.8～6.2＞

配合直後 ３時間 ６時間 ２４時間

掲載
番号

輸液名  配合剤名 製品名 メーカー名 成分名
配合剤の
使用量

本剤の
使用量

外観／ｐＨ／残存率
備考

配合前
配合後

【 配合上の留意点 】

本剤１アンプル(20mg/2mL)を他の薬剤（輸液･補液を除く）と配合する場合には、

日局生理食塩液又は日局5%ブドウ糖注射液にて20mLに希釈すること。

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.9 6.9 6.9 6.9

100.0 100.4 100.4 100.4

無色澄明  配合方法：

4.5

更にナゼア注射液0.3mg1管(0.3mg/2mL)を配合した．

無色澄明*

7.7*   ＊：デカドロン注射液5管を大塚生食注50mLで希釈した溶液の値を記載．

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.9 6.9 6.9 6.8

100.0 100.0 99.5 99.6

無色澄明  配合方法：

5.4

更にカイトリル注射液1管(1.0mg/1mL)を配合した．

無色澄明

7.6 ※   ※ デカドロン注射液5管を大塚生食注50mLで希釈した溶液の値を記載．

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.7 6.7 6.7 6.7

100.0 99.7 99.8 99.6

無色澄明  配合方法：

5.3

更にカイトリル注射液1管(3.0mg/3mL)を配合した．

無色澄明

7.6 ※   ※ デカドロン注射液5管を大塚生食注50mLで希釈した溶液の値を記載．

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.3 6.3 6.3 6.3

100.0 99.9 100.0 99.6

無色澄明  配合方法：

4.9

更にポララミン注5mg 1管(5mg/1mL)を配合した．

無色澄明*

7.9*   ＊：デカドロン注射液の値を記載．

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.5 6.4 6.5 6.5

100.0 100.5 100.0 99.6

無色澄明  配合方法：

4.9

更にポララミン注5mg 1管(5mg/1mL)を配合した．

無色澄明*

7.9*   ＊：デカドロン注射液の値を記載．

無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明 無色澄明

6.0 6.6 6.6 6.6 6.6

100.0 99.8 100.3 100.0

無色澄明  配合方法：

4.9

更にポララミン注5mg 1管(5mg/1mL)を配合した．

無色澄明*

7.9*   ＊：デカドロン注射液の値を記載．

（注）製品名およびメーカー名は試験当時の名称を記載 配合量の /(溶解)，+(希釈)の右側に記載の略号：D.W.は注射用水，Sal.は生理食塩液，Gul.はブドウ糖注射液，Sol.は添付溶解液を示す。

デカドロン注射液 3管(12mg/3mL)を大塚生食注(100mL)にて希釈した後，ガスター注射液20mg 1管(20mg/2mL)を加えて混合し，

20mg/2mL

ナゼア注射液0.3mg アステラス ラモセトロン塩酸塩 0.3mg/2mL デカドロン注射液5管(20mg/5mL)を大塚生食注(50mL)にて希釈した後，ガスター注射液20mg1管(20mg/2mL)を加えて混合し，

38

デ
カ
ド
ロ
ン
注
射
液

ナ
ゼ
ア
注
射
液

0
.
3
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

デカドロン注射液 萬有製薬
デキサメタゾンリン酸
エステルナトリウム

萬有製薬

カイトリル注射液1mg 中外 グラニセトロン塩酸塩 1mg/1mL デカドロン注射液5管(20mg/5mL)を大塚生食注(50mL)にて希釈した後，ガスター注射液20mg1管(20mg/2mL)を加えて混合し，

カイトリル注射液3mg 中外 グラニセトロン塩酸塩 3mg/3mL デカドロン注射液5管(20mg/5mL)を大塚生食注(50mL)にて希釈した後，ガスター注射液20mg1管(20mg/2mL)を加えて混合し，

デキサメタゾンリン酸
エステルナトリウム

20mg/5mL(5管)
+Sal.50mL

デ
カ
ド
ロ
ン
注
射
液

カ
イ
ト
リ
ル
注
射
液

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

デ
カ
ド
ロ
ン
注
射
液

ポ
ラ
ラ
ミ
ン
注
5
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

デカドロン注射液 萬有製薬
デキサメタゾンリン酸
エステルナトリウム

4mg/1mL(1管)
+Sal.100mL

20mg/5mL(5管)
+Sal.50mL

デ
カ
ド
ロ
ン
注
射
液

カ
イ
ト
リ
ル
注
射
液

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン 20mg/2mL

デカドロン注射液

20mg/2mL

ポララミン注5mg シェリングプラウ
d-クロルフェニラミ

ンマレイン酸塩
5mg/1mL デカドロン注射液 1管(4mg/1mL)を大塚生食注(100mL)にて希釈した後，ガスター注射液20mg 1管(20mg/2mL)を加えて混合し，

デカドロン注射液 萬有製薬
デキサメタゾンリン酸
エステルナトリウム

20mg/5mL(5管)
+Sal.50mL

デカドロン注射液 萬有製薬
デキサメタゾンリン酸
エステルナトリウム

8mg/2mL(2管)
+Sal.100mL

デ
カ
ド
ロ
ン
注
射
液

ポ
ラ
ラ
ミ
ン
注
5
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

20mg/2mL

ポララミン注5mg シェリングプラウ

マレイン酸クロルフェ
ニラミン d-クロル
フェニラミンマレイン
酸塩

5mg/1mL デカドロン注射液 2管(8mg/2mL)を大塚生食注(100mL)にて希釈した後，ガスター注射液20mg 1管(20mg/2mL)を加えて混合し，

デ
カ
ド
ロ
ン
注
射
液

ポ
ラ
ラ
ミ
ン
注
5
m
g

ガスター注射液20mg アステラス ファモチジン

デカドロン注射液 萬有製薬
デキサメタゾンリン酸
エステルナトリウム

12mg/3mL(3管)
+Sal.100mL

20mg/2mL

ポララミン注5mg シェリングプラウ
d-クロルフェニラミ

ンマレイン酸塩
5mg/1mL
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ガスター注射液 20mg ＜多剤配合＞

１．試験方法

［１］ 配合方法
本剤と配合剤の配合方法は、表中の配合方法の欄に記載

［２］ 保存条件および試験項目
１）保存条件

本剤と配合剤を配合した後、原則として室温散光にて保存（遮光保存した場合は製品名に★を付し、備考欄に遮光保存と記載）

２）試験項目

外観： 配合直後、3時間、6時間、24時間後に 目視にて外観の変化を観察

ｐＨ： 配合直後、3時間、6時間、24時間後に 日局一般試験法 ｐＨ試験法 に準じてｐＨを測定

含量および残存率： 配合直後、3時間、6時間、24時間後に 配合溶液中のファモチジン（本剤の薬効成分）含量を液体クロマトグラフ法により測定。

更に測定含量に基づき、配合直後の含量を100%とした残存率を算定。
ただし、配合後に外観変化が認められた場合、以後の定量を実施せず。

２．備考欄の記載事項

［１］ 配合変化試験が標準と異なる場合の注記
「変化あり]の場合はガスター注射液(20mg/2mL)配合例との比較のために輸液と輸液の配合剤のみの試験結果を併記。
この場合は、表中の配合方法の欄に「比較のためガスター注射用を配合せず」と記載

［２］ 変化が確認された場合の注記
変化ありとした場合：配合後24時間までの観察で「外観変化」・「ｐＨ変化(0.5以上)」・「残存率低下(90%未満)」のいずれかに該当する場合
（記入要領：原則として「外観変化」・「ｐＨ変化」・「残存率低下」。ただし、外観変化の極端な事例のみ「結晶析出」・「沈殿生成」と記載）

［３］ その他特記事項（参考情報）
溶解順の注意、配合剤添付文書の注意など
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製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号

あ行 アクタミン注射液20mg 同左 78

アクチット輸液 アクチット注 212

アザクタム注射用1g 同左 261

アスパラカリウム注10mEq 同左 107

アタラックス－Ｐ注射液(50mg/ml) 同左 15

アデホス－Ｌコーワ注40mg 同左 230

アデラビン９号注2mL アデラビン９号 160

アドナ注（静脈用）100mg 同左 215

アドリアシン注用 同左 315

アトロピン硫酸塩注0.5mg「タナベ」 硫酸アトロピン注射液タナベ 18

アナフラニール点滴静注液25mg アナフラニール注射液 13

アネキセート注射液0.5mg 同左 51

アプレゾリン注射用20mg 注射用アプレゾリン 37

アミカシン硫酸塩注射液200mg「日医工」 硫酸アミカシン注射液「萬有」200mg 262

アミカリック輸液 アミカリック 140

アミグランド輸液 同左 157

アミサリン注100mg アミサリン注 31

アミゼットＢ輸液 アミゼットＢ 133

アミニック輸液 アミニック 134

アミノトリパ１号輸液 アミノトリパ１号 141

アミノトリパ２号輸液 アミノトリパ２号 142

アミノフリード輸液 アミノフリード 143

アミノレバン点滴静注 アミノレバン 131

アミパレン輸液 アミパレン 135

アリナミンＦ50注 同左 81

アレビアチン注250mg 同左 6

イスコチン注100mg イスコチン注 301

イセパシン注射液200 同左 263

イセパシン注射液400 同左 265

イソゾール注射用0.5g 0.5gイソゾール 1

イノバン注100mg イノバン注 26

イムノマックス－γ注100 同左 308

インデラル注射液2mg 同左 32

イントラファット注20%(販売中止) 同左 162

イントラリポス輸液10% イントラリポス10% 161

イントラリポス輸液20% イントラリポス20% 163

ヴィーンＤ輸液 ヴィーンＤ注 196

ヴィーンＦ輸液 ヴィーンＦ注 195

ウテメリン注50mg 同左 77

ウロキナーゼ静注用24万単位「ベネシス」
(販売中止)

ウロキナーゼ24万－Ｗｆ(販売中止) 227

エクサシン注射液200 同左 264

エリーテン注10mg/2mL エリーテン注 59

エルネオパ１号輸液 同左 155

エルネオパ２号輸液 同左 156

エレメンミック注 同左 109

エレメンミック注キット 同左 111

塩酸チアミン注20mg「フソー」 ビタノーン・グリーン-20mg 79

塩酸バンコマイシン点滴静注用0.5g 同左 258

注射用エンドキサン 同左 313

オーツカＭＶ注★ 同左 98

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号

あ行 大塚食塩注10% 同左 164

大塚糖液10% 同左 113

オメガシン点滴用0.3g 同左 293

オルガドロン注射液3.8mg オルガドロン注射液 67

か行 カイトリル注3mg 同左 56

カルチコール注射液8.5%10mL 同左 104

カルベニン点滴用0.5g 同左 298

キサンボン注射用40mg 同左 233

キシロカイン注射液2% 同左 17

キドミン輸液 キドミン 138

強力ネオミノファーゲンシー静注20mL 強力ネオミノファーゲンシー 223

キリット注5% 同左 118

グリセオール注 同左 49

クリニット注50%(販売中止) 同左 119

クレイトン静注液100mg クレイトン注射液 63

クロール・トリメトン注10mg 同左 256

ケイテン静注用1g(販売中止) 同左 280

ＫＮ１号輸液 ＫＮ補液１Ａ 175

ＫＮ２号輸液 ＫＮ補液２Ａ 194

ＫＮ３号輸液 ＫＮ補液３Ｂ 184

ＫＮ４号輸液 ＫＮ補液４Ａ 190

ＫＮＭＧ３号輸液 ＫＮ補液ＭＧ３号 188

ＫＣＬ注20mEqシリンジ「テルモ」(販売中止)
<ＫＣＬ注20mEqキット「テルモ」：販売中> メディジェクトK★ 169

ＫＣＬ注20mEqシリンジ「テルモ」(販売中止)
<ＫＣＬ注20mEqキット「テルモ」：販売中> メディジェクトK 170

Ｋ．Ｃ．Ｌ．点滴液15% 同左 108

ケイツーN静注 同左 312

ケニセフ静注用1g 同左 271

ゲンタシン注60 同左 288

コンドロイチン注2%「マイラン」 同左 228

サイレース静注 同左 310

さ行 サクシゾン注射用100mg サクシゾン100 62

サリンヘス輸液6% サリンヘス 171

サンディミュン点滴静注用250mg サンディミュン注射液 236

ジアイナミックス注射液 同左 96

シーパラ注★ 同左 102

シーパラ注 同左 103

シオマリン静注用1g 同左 287

ジギラノゲン注0.4mg ジギラノゲンＣ注射液 23

シグマート注48mg 同左 40

ジゴシン注0.25mg ジゴシン注 22

ジフルカン静注液100mg ジフルカン静注液0.2% 304

シプロキサン注300mg 同左 302

ジプロフィリン注300mg「エーザイ」 ネオフィリンＭ注 25

サークレス注0.1% 同左 39

水溶性ハイドロコートン注射液500mg 同左 64

水溶性プレドニン20mg 同左 70

水溶性プレドニン50mg 同左 71

スルペラゾン静注用1g 同左 297

スロンノンHI注10mg/2mL 同左 43

スロンノン注(販売中止) 同左 44

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号

さ行 生理食塩液「フソー」 フィシザルツ 165

生理食塩液ＰＬ「フソー」 フィシザルツ－ＰＬ 166

生理食塩液バッグ「フソー」 フィシザルツ－ＦＣ 168

セスデン注7.5mg セスデン注射液 21

セファメジンα注射用1g セファメジンα注射用 269

セフォタックス注射用1g 同左 273

セフォビッド注射用1g 同左 276

セフォペラジン注射用1g 同左 277

セフメタゾン静注用1g★ 同左 283

セフメタゾン静注用1g 同左 284

セレネース注5mg 同左 14

セロトーン静注液10mg セロトーン注★ 54

ソセゴン注射液15mg 同左 9

ゾビラックス点滴静注用250 点滴静注用ゾビラックス 303

ゾフラン注2 同左 55

ソリタ－Ｔ１号輸液 ソリタ－Ｔ１号 173

ソリタ－Ｔ３号Ｇ輸液 ソリタ－Ｔ３号Ｇ 181

ソリタ－Ｔ３号輸液 ソリタ－Ｔ３号 178

ソリタ－Ｔ４号輸液 ソリタ－Ｔ４号 192

ソリタックス－Ｈ輸液 ソリタックス－Ｈ 211

ソル・コーテフ注射用100mg ソル・コーテフ 61

ソル・メドロール静注用500mg ソル・メドロール500 73

ソルコセリル注2mL ソルコセリル「注」 53

ソルダクトン静注用200mg ソルダクトン200mg 33

ソルデム１輸液 ソルデム１ 174

ソルデム２輸液 ソルデム２ 193

ソルデム３ＡＧ輸液 ソルデム３ＡＧ 182

ソルデム３Ａ輸液 ソルデム３Ａ 179

ソルデム３ＰＧ輸液 ソルデム３ＰＧ 189

ソルデム３輸液 ソルデム３ 185

ソルデム６輸液 ソルデム６ 191

ソルマルト輸液 ソルマルト 213

ソルラクトＤ輸液 ソルラクトＤ 205

ソルラクトＳ輸液 ソルラクトＳ 202

ソルラクトＴＭＲ輸液 ソルラクトＴＭＲ 207

た行 ソルラクト輸液 ソルラクト 198

ダイビタミックス注 同左 94

ダカルバジン注用100 ダカルバジン注協和★ 241

タキソール注射液100mg 同左 248

タスモリン注5mg 同左 11

タチオン注射用200mg タチオン注射用 225

ダラシンＳ注射液600mg ダラシンＳ注射液 257

チエナム点滴静注用0.5g チエナム点滴用 295

注射用アイオナール・ナトリウム(0.2) 同左 5

注射用イホマイド1g 同左 240

注射用エフオーワイ100 同左 234

注射用エフオーワイ500 同左 235

注射用エラスポール100 同左 237

注射用カタクロット40mg 同左 232

注射用サイメリン50mg 同左 242

＜各製品については、各々の添付文書等をご確認ください。＞参 考 ： 【 配 合 薬 剤 掲 載 一 覧 （ 五 十 音 順 ） 】
★：遮光条件で試験実施
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製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号 製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号

た行 注射用タゴシッド200mg 同左 260 は行 ハルトマンＤ液「小林」 同左 206

注射用フィルデシン3mg 同左 249 ハルトマン－Ｇ３号輸液 ハルトマン－Ｇ３号「小林」 180

注射用フサン10 同左 239 ハルトマン輸液 pH:8｢NP｣ ハルトマン液 pH:8-｢HD｣ 200

注射用プリドール125 同左 72 ハロスポア静注用0.5g 同左 274

注射用マキシピーム1g 同左 270 パンスポリン静注用1g 同左 275

注射用ルシドリール250mg 同左 48 パントール注射液250mg 同左 86

低分子デキストランＬ注 同左 204 パントール注射液500mg 同左 87

低分子デキストラン糖注 同左 177 パントシン注10% 同左 85

デカドロン注射液3.3mg デカドロン注射液 66 ハンプ注射用1000 同左 42

デノサリン１輸液 デノサリン１ 176 ピーエヌツイン－１号輸液 ピーエヌツイン－１号 144

テルモ果糖注5%(販売中止) テルモ果糖注(販売中止) 116 ピーエヌツイン－２号輸液 ピーエヌツイン－２号 145

テルモ生食 同左 167 ピーエヌツイン－３号輸液 ピーエヌツイン－３号 146

テルモ糖注10% テルモ糖注10 114 ビーフリード輸液 ビーフリード点滴静注用 158

テルモ糖注5% テルモ糖注 112 ビクシリン注射用1g 注射用ビクシリン 267

糖液注20%「第一三共」 第一糖液注20% 115 ビスラーゼ注射液20mg 同左 84

ドパストン静注25mg ドパストン注射液 12 ビソルボン注4mg ビソルボン注射液 52

ドブトレックス注射液100mg 同左 28 ビタＣ注25% 同左 90

トブラシン注60mg 同左 266 ビタジェクト注キット ビタジェクト 101

ドプラム注射液400mg ドプラム注射液 50 ビタシミン注射液500mg 同左 93

トランサミン注5% 同左 216 ビタミンＢ１２注「日医工｣1mg 同左 88

トリノシンＳ注射液10mg 同左 229 ビタミンＣ注「ヒシヤマ」25%(販売中止) 同左 91

トリパレン１号輸液 トリパレン１号 120 ビタミンＣ注「フソー」-500mg 同左 92

トリパレン２号輸液 トリパレン２号 121 ビタメジン静注用 同左 97

トリフリード輸液 トリフリード 210 ピノルビン注射用10mg ピノルビン注 245

ドルミカム注射液10mg 同左 4 ヒューマリンＲ注100単位/mL 同左 75

ドロレプタン注射液25mg ドロレプタン 2 ファーストシン静注用1g 同左 272

な行 ナゼア注射液0.3mg 同左 57 5－ＦＵ注250mg 5-ＦＵ注250協和 243

ニコリン注射液250mg 同左 45 ファンガード点滴用75mg 同左 300

ネオアミユー輸液 ネオアミユー 137 フィジオゾール３号輸液 フィジオゾール・３号 187

ネオパレン１号輸液 同左 153 フィニバックス点滴静注用0.5g 同左 292

ネオパレン２号輸液 同左 154 フィブロガミンP静注用 同左 314

ネオファーゲン静注20mL 同左 224 フェジン静注40mg フェジン 105

ネオフィリン注250mg ネオフィリン注 24 フェリコン鉄静注液50mg フェリコン 106

ネオラミン・スリービー液（静注用） 同左 95 フエロン注射用100万 フエロン 307

ネオラミン・マルチＶ注射用 ネオラミン・マルチＶ★ 99 ブスコパン注20mg ブスコパン注射液 19

ノイロトロピン注射液3.6単位 同左 10 フラグミン静注5000単位/5mL フラグミン静注 219

ノバントロン注10mg 同左 254 プラスアミノ輸液 プラスアミノ 139

ノボ・ヘパリン注1万単位/10mL ノボ・ヘパリン注1000<1万単位> 222 プラトシン注10★ 同左 251

ノボ・ヘパリン注5千単位/5mL ノボ・ヘパリン注1000 221 フラビタン注射液10mg 同左 82

ノボリンＲ注100単位/mL ノボ・ヘパリン注1000 74 ブリプラチン注50mg ブリプラチン注★ 252

ノルアドリナリン注1mg ノルアドリナリン 60 プリンペラン注射液10mg プリンペラン注射液 58

は行 ハイカムチン注射用1.1mg ハイカムチン注射用 247 フルカリック１号輸液 フルカリック１号 150

ハイカリックＮＣ－Ｈ輸液 ハイカリックＮＣ－Ｈ 125 フルカリック２号輸液 フルカリック２号 151

ハイカリックＮＣ－Ｌ輸液 ハイカリックＮＣ－Ｌ 126 フルカリック３号輸液 フルカリック３号 152

ハイカリックＮＣ－Ｎ輸液 ハイカリックＮＣ－Ｎ 127 フルクトラクト注 同左 186

ハイカリックＲＦ輸液 ハイカリックＲＦ 128 フルマリン静注用1g 同左 286

ハイカリック液－１号 同左 122 プレドパ注600 同左 27

ハイカリック液－２号 同左 123 ブロアクト静注用1g(販売中止) ブロアクト静注用(販売中止) 281

ハイカリック液－３号 同左 124 プログラフ注射液5mg 同左 238

パニマイシン注射液100mg パニマイシン注射液 289 プロジフ静注液200 同左 305

ハベカシン注射液100mg ハベカシン注射液 259 プロスタルモン・Ｆ注射液2000 同左 76

パラプラチン注射液150mg パラプラチン注射液 250 フロリードＦ注200mg フロリードＦ注 306

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号

は行 ベストコール静注用1g 同左 285

ヘスパンダー輸液 ヘスパンダー 214

ヘパリンＣａ注射液10万単位/100mL「サワイ」 カプロシン注 220

ペルジピン注射液10mg 同左 38

ヘルベッサー注射用 同左 309

ペントシリン注射用1g 同左 268

ホスミシンＳキット2g(販売中止) 同左 291

ポタコールＲ輸液 ポタコールＲ 209

ポララミン注5mg 同左 255

ホロサイルＳ静注用1g(販売中止) ホロサイルＳ静注用(販売中止) 290

ま行 マイトマイシン注用10mg 同左 244

マルタミン注射用★ 同左 100

マルトス輸液10% マルトス-10 117

20%マンニットール注射液「ＹＤ」 20%マンニットール注射液「日研」 47

ミキシッドＬ輸液 ミキシッド－Ｌ 149

ミネラリン注 同左 110

ミノマイシン点滴静注用100mg 点滴静注用ミノマイシン 299

ミラクリッド 同左 231

ミリスロール注50mg/100mL ミリスロール注 41

ミルリーラＫ注射液22.5mg 同左 30

ミルリーラ注射液10mg 同左 29

メイセリン静注用1g 注射用メイセリン 282

メイロン静注7% メイロン 226

メタボリンＧ注射液20mg 同左 80

メチコバール注射液500μg★ 同左 89

メロペン点滴用バイアル0.5g メロペン点滴用0.5g 294

モダシン静注用1g モダシン静注用 278

モリアミンＳ注 強力モリアミンＳ 132

モリプロンＦ輸液 モリプロンＦ 136

や行 ユナシン－Ｓ静注用0.75g 同左 296

ユニカリックＬ輸液 ユニカリックＬ 147

ユニカリックＮ輸液 ユニカリックＮ 148

ら行 ラクテックＧ輸液 ラクテックＧ注 203

ラクテック注 同左 199

ラクトリンゲルＭ注「フソー」 同左 208

ラクトリンゲルＳ注「フソー」 同左 201

ラジカット注30mg 同左 16

ラシックス注20mg ラシックス注 36

ラステット注100mg/5mL ラステット注 246

ランダ注50mg/100mL ランダ注★ 253

リカバリン注250mg 同左 217

リナセート輸液 リナセート 197

リハビックス－Ｋ１号輸液 リハビックス－Ｋ１号 129

リハビックス－Ｋ２号輸液 リハビックス－Ｋ２号 130

リバレス注 同左 159

リプラス３号輸液 同左 183

リメタゾン静注2.5mg リメタゾン 65

硫酸Ｍｇ補正液1mEq/mL 補正用硫酸マグネシウム液 20

リン酸2カリウム注20mEqキット「テルモ」 同左 172

リンデロン注20mg(2%) 同左 69

リンデロン注4mg(0.4%) 同左 68

ルネトロン注射液0.5mg ルネトロン注射液★ 34
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製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号 製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号

ら行 ルネトロン注射液0.5mg ルネトロン注射液 35

レコグナン注500mg(販売中止) 同左 46

レプチラーゼ注1単位 レプチラーゼ = Ｓ注 218

レペタン注0.3mg 同左 7

ロセフィン静注用1g 同左 279

ロピオン静注50mg ロピオン注 8

ロヒプノール静注用2mg ロヒプノール注 3

わ行 ワカデニン注射液10mg ワカデニンＦ注射液 83

ワソラン静注 同左 311

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 掲載番号
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輸 液 配 合 薬 剤 掲載

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 番号

ハイカリック液－１号 同左

アミゼットＢ輸液 アミゼットＢ 23

エレメンミック注 同左 23

ビタジェクト注キット ビタジェクト 23

ミネラリン注 同左 23

ハイカリック液－２号 同左

アミゼットＢ輸液 アミゼットＢ 24

エレメンミック注 同左 24

ビタジェクト注キット ビタジェクト 24

ミネラリン注 同左 24

ハイカリック液－３号 同左

アミゼットＢ輸液 アミゼットＢ 25

エレメンミック注 同左 25

ビタジェクト注キット ビタジェクト 25

ミネラリン注 同左 25

ピーエヌツイン－１号輸液 ピーエヌツイン－１号

エレメンミック注 同左 26

ビタジェクト注キット ビタジェクト 26

ミネラリン注 同左 26

エレメンミック注+マルタミン注射用 同左 26

ピーエヌツイン－２号輸液 ピーエヌツイン－２号

エレメンミック注 同左 27

ビタジェクト注キット ビタジェクト 27

ミネラリン注 同左 27

エレメンミック注+ビタジェクト注キット エレメンミック注+ビタジェクト 27

エレメンミック注+マルタミン注射用 同左 27

ピーエヌツイン－３号輸液 ピーエヌツイン－３号

エレメンミック注 同左 28

ビタジェクト注キット ビタジェクト 28

ミネラリン注 同左 28

エレメンミック注+マルタミン注射用 同左 28

フィジオ35輸液 フィジオ35 エレメンミック注+ビタジェクト注キット エレメンミック注+ビタジェクト 29

フィジオゾール３号輸液 フィジオゾール・３号
エレメンミック注 同左 30

ビタジェクト注キット ビタジェクト 30

フルカリック１号輸液 フルカリック１号

アデホス－Ｌコーワ注40mg 同左 31

アミノフィリン注射液 同左 31

エレメンミック注 同左 31

ネオフィリン注250mg ネオフィリン注 31

ビタジェクト注キット ビタジェクト 31

ミネラリン注 同左 31

フルカリック２号輸液 フルカリック２号

エレメンミック注 同左 32

ネオフィリン注250mg ネオフィリン注 32

ビタジェクト注キット ビタジェクト 32

ミネラリン注 同左 32

フルカリック３号輸液 フルカリック３号

エレメンミック注 同左 33

ビタジェクト注キット ビタジェクト 33

ミネラリン注 同左 33

ポタコールＲ輸液 ポタコールＲ
セファメジンα注射用1g セファメジンα注射用 34

パンスポリン静注用1g 同左 34

ユニカリックＬ輸液 ユニカリックＬ

エレメンミック注 同左 35

ビタジェクト注キット ビタジェクト 35

ミネラリン注 同左 35

ユニカリックＮ輸液 ユニカリックＮ

エレメンミック注 同左 36

ビタジェクト注キット ビタジェクト 36

ミネラリン注 同左 36

ソリタ－Ｔ１号輸液
＋ソリタ－Ｔ３号Ｇ輸液

ソリタ－Ｔ１号
＋ソリタ－Ｔ３号Ｇ アスパラカリウム注10mEq 同左 37

配 合 薬 剤 ① 配 合 薬 剤 ② 掲載

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 番号

デカドロン注射液3.3mg デカドロン注射液

カイトリル注1mg カイトリル注射液1mg 38

カイトリル注3mg カイトリル注射液3mg 38

ナゼア注射液0.3mg 同左 38

ポララミン注5mg 同左 38

参 考 ： 【 配 合 薬 剤 （ 多 剤 ） 掲 載 一 覧 （ 五 十 音 順 ） 】
＜各製品については、各々の添付文書等をご確認ください。＞

輸 液 配 合 薬 剤 掲載

製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 製品名（2014年4月現在） 掲載されている製品名 番号

アミカリック輸液 アミカリック

エレメンミック注 同左 1

ビタジェクト注キット ビタジェクト 1

ミネラリン注 同左 1

アミニック輸液 アミニック エレメンミック注 同左 2

アミノトリパ１号輸液 アミノトリパ１号

アデホス－Ｌコーワ注40mg 同左 3

アミノフィリン静注液250mg「アボット」(販売中止) アミノフィリン注射液(販売中止) 3

エレメンミック注 同左 3

オーツカＭＶ注 同左 3

ネオラミン・マルチＶ注射用 ネオラミン・マルチＶ 3

ビタジェクト注キット ビタジェクト 3

ミネラリン注 同左 3

アミノトリパ２号輸液 アミノトリパ２号

エレメンミック注 同左 4

オーツカＭＶ注 同左 4

ネオラミン・マルチＶ注射用 ネオラミン・マルチＶ 4

ビタジェクト注キット ビタジェクト 4

ミネラリン注 同左 4

アミノフリード輸液 アミノフリード

エレメンミック注 同左 5

オーツカＭＶ注 同左 5

ネオラミン・マルチＶ注射用 ネオラミン・マルチＶ 5

ビタジェクト注キット ビタジェクト 5

ビタシミン注射液500mg 同左 5

ミネラリン注 同左 5

アミノレバン点滴静注 アミノレバン

エレメンミック注 同左 6

ビタジェクト注キット ビタジェクト 6

ミネラリン注 同左 6

アミパレン輸液 アミパレン

エレメンミック注 同左 7

ビタジェクト注キット ビタジェクト 7

ミネラリン注 同左 7

ヴィーンＤ輸液 ヴィーンＤ注 ウテメリン注50mg 同左 8

キドミン輸液 キドミン エレメンミック注 同左 9

ＫＮ３号輸液 ＫＮ補液３Ｂ エレメンミック注+ビタジェクト注キット エレメンミック注+ビタジェクト 10

ソリタ－Ｔ３号輸液 ソリタ－Ｔ３号

エレメンミック注 同左 11

ネオフィリン注250mg ネオフィリン注 11

ビタジェクト注キット ビタジェクト 11

ソリタ－Ｔ３号Ｇ輸液 ソリタ－Ｔ３号Ｇ サンドスタチン皮下注用50μg サンドスタチン注射液50μg 12

ソルデム３Ａ輸液 ソルデム３Ａ
シーパラ注 同左 13

エレメンミック注+ビタジェクト注キット エレメンミック注+ビタジェクト 13

ツインパル 同左 エレメンミック注+ビタジェクト注キット エレメンミック注+ビタジェクト 14

トリパレン１号輸液 トリパレン１号

エレメンミック注 同左 15

トリパレン１号輸液 トリパレン１号 15

ミネラリン注 同左 15

トリパレン２号輸液 トリパレン２号
エレメンミック注 同左 16

ミネラリン注 同左 16

ネオパレン１号 同左

エレメンミック注 同左 17

シーパラ注 同左 17

ビタジェクト注キット ビタジェクト 17

ミネラリン注 同左 17

ネオパレン２号 同左

エレメンミック注 同左 18

シーパラ注 同左 18

ビタジェクト注キット ビタジェクト 18

ミネラリン注 同左 18

ハイカリックＮＣ－Ｈ輸液 ハイカリックＮＣ－Ｈ

エレメンミック注 同左 19

ビタジェクト注キット ビタジェクト 19

ミネラリン注 同左 19

ハイカリックＮＣ－Ｌ輸液 ハイカリックＮＣ－Ｌ

エレメンミック注 同左 20

ビタジェクト注キット ビタジェクト 20

ミネラリン注 同左 20

ハイカリックＮＣ－Ｎ輸液 ハイカリックＮＣ－Ｎ

エレメンミック注 同左 21

ビタジェクト注キット ビタジェクト 21

ミネラリン注 同左 21

ハイカリックＲＦ輸液 ハイカリックＲＦ

エレメンミック注 同左 22

ビタジェクト注キット ビタジェクト 22

ミネラリン注 同左 22
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■注射薬のpH変動試験値及び浸透圧比

H2受容体拮抗剤

ガスター注射液10mg
ガスター注射液20mg
ファモチジン注射液

一般名又は成分
単位/容量 投与法 用時

溶解
規格
pH域

試料
pH

（A）N/10HCl
（B）N/10NaOH

変化点pH
又は最終pH

移動
指数 変化所見

希釈試験
浸透圧比
（約）20mL 500mL

0 30min 1hr 3hr 0 30min 1hr 3hr

ファモチジン
10mg/1mL

静・点
・筋 5.8～6.2 2

ファモチジン
20mg/2mL

静・点
・筋 5.8～6.2 6.00

（A）	10.0 2.00 4.00 変化なし
2

（B）	10.0 12.70 6.70 変化なし

参考文献）社内報告書



■注射薬のpH変動試験値及び浸透圧比

〔凡　例〕

1.	 投与法
	 静は静脈内注射、点は点滴静注、筋は筋肉内注射、皮は皮下注射、動は動脈内注射を意味す
る。

2.	 用時溶解
	 ◦印は用時溶解して用いる注射薬を示し、※は用時懸濁して用いる注射薬を示す。
	 空欄は溶解済の注射薬を示す。
3.	 規格pH域
	 添付文書記載のpH域を記入した。
4.	 試料pH
	 実験に供した注射薬のpHである。
5.	（A）N/10	HCl、（B）N/10	NaOH
	 0.1N	HCl、0.1N	NaOHにより上限を10mLとして滴定を行ない、外観変化が認められた場合
は、この時の滴下mL数とし、外観変化が認められなかった場合は10mLとした。

	 変化点pHまたは最終pH：上記滴定により、外観変化が認められたpHを変化点pHとし、外
観変化が認められなかった場合は、10mL滴下時のpHを最終pHとした。

	 移動指数：上記pHと試料pHとの差を示す。
6.	 変化所見
	 0.1N	HCl、0.1N	NaOHの滴定における外観変化を記入した。
7.	 浸透圧比
	 浸透圧比は氷点降下法により測定し、生理食塩液を1として比であらわした（添付文書記載
の値を記載した）。

8.	 その他
	 用時溶解以外の空欄は、データなしを意味する。

（幸保文治著「注射薬便覧」南山堂1976の凡例に基づく）

注射薬のpH変動試験法及び希釈試験法

1.	 試料
	 1アンプル、1バイアル中の容量が10mL以上の場合は10mL、10mL未満の場合は1アンプル、
1バイアルの容量をもって試料とする。用時溶解して用いる注射薬は添付の溶解液、又は
添付文書中に指定の注射液の指定量で溶解する。

2.	 pH変動試験法
	 0.1N	HCl、0.1N	NaOHにより、上限を10mLとして滴定を行ない、外観変化が認められた場
合は、この時のpH（変化点pH）及び滴定量を測定する。また、外観変化が認められなかっ
た場合は、10mL滴下時のpH（最終pH）を測定する。

3.	 希釈試験
	 外観変化の認められるものについては変化点pHにおいて、さらに20mLおよび500mLの蒸
留水を加えて良く撹拌し、外観変化の状態を希釈直後、30分、1時間、3時間、室温にて観察
する。

（幸保文治著「注射薬便覧」南山堂1976	P.32に基づく）




